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　10月１日㈯、ふれあい農園（千歳町）で
『稲刈り』（学校支援地域本部実行委員会・
幌別中学校区地域教育協議会主催）が行わ
れました。
　参加した幌別中学校区の児童・生徒やそ
の家族は、たわわに実った稲を丁寧に刈り
取り、収穫の秋を楽しみました。

『実りの秋』にお米を収穫
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石い
し

井い

　憲け
ん

一い
ち

さ
ん

川か
わ

浪な
み

　竹た
け

藏ぞ
う

さ
ん

平成28年度
登別市功労者表彰・登別市表彰

永年にわたり登別市都
市計画審議会委員とし
て都市の健全な発展に
尽力されました

田た

中な
か

　秀ひ
で

治じ

さ
ん

永年にわたり登別市軟
式野球連盟役員として
体育の発展と振興に尽
力されました

髙た
か

橋は
し

　良よ
し

夫お

さ
ん

永年にわたり福祉団体
会長及び役員として社
会福祉の向上に尽力さ
れました

街か
い

道ど
う

　重し
げ

昭あ
き

さ
ん

永年にわたり登別市文
化財審議会委員として
文化の向上に尽力され
ました

永年にわたり町内会役
員として市勢の発展と
振興に尽力されました

登別市功労者表彰
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村む
ら

山や
ま

　律り
つ

子こ

さ
ん

美
園
・
若
草
地
区
連
合
町
内
会

せ
わ
ず
き
・
せ
わ
や
き
隊

鷲
別
子
ど
も
見
守
り
た
い

森も
り

田た

　只た
だ

志し

さ
ん

橋は
し

田だ

　紀と
し

昭あ
き

さ
ん

奥お
く

山や
ま

　裕ひ
ろ

子こ

さ
ん

青あ
お

柳や
な
ぎ

　
　博ひ

ろ
し

さ
ん

割わ
り

石い
し

　昭し
ょ
う

治じ

さ
ん

秋あ
き

山や
ま

　勝か
つ

利と
し
さ
ん

山や
ま

道み
ち

知ち

衣い

子こ

さ
ん

西に
し

村む
ら

美み

代よ

子こ

さ
ん

北き
た

林ば
や
し

　純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

白し
ら

川か
わ

　敦あ
つ

子こ

さ
ん

平た
い
ら

　
　秀ひ

で

里さ
と
さ
ん

藤ふ
じ

枝え
だ

瑠る

衣い

子こ

さ
ん

黒く
ろ

田だ

　庄し
ょ
う

一い
ち
さ
ん

問い合わせ
総務グループ
（☎�１１３０）

　登別市功労者表彰・登別市表彰は、永年にわたり登別市の行政や社会
福祉などに貢献され、市民の模範となる行いをされた方や団体に対し、
表彰を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰５人、市表彰19人３団体（自治貢
献表彰６人、社会貢献表彰11人、教育文化貢献表彰２人、篤志貢献表彰
１団体、善行表彰２団体）で、11月３日㈭の文化の日に市民会館で表彰
式が行われます。

登 別 市 表 彰

社
会
貢
献
表
彰

自
治
貢
献
表
彰

教
育
文
化
貢
献
表
彰

善
行
表
彰

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市
勢
の
発

展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

登
別
温
泉
株
式
会
社

篤
志
貢
献
表
彰

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
観
光
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
美
園
・
若
草
地
区
の
小
学
生
下

校
時
の
見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
の
地
域
安
全
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
鷲
別
地
区
の
小
学
生
下
校
時
の

見
守
り
や
声
掛
け
な
ど
の
地
域
安
全
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

志し

賀が

　征ま
さ

子こ

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
と
し
て

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
訓
練

生
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

多
年
に
わ
た
り
登
別
市
環
境
保
全
審
議
会
委
員

と
し
て
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

石い
し

橋ば
し

栄え
い

五ご

郎ろ
う

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
登
別
民
謡
連
合
会
役
員
と
し
て

地
域
文
化
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

山や
ま

下し
た

　利と
し

夫お

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
Ｓ
Ｌ
Ｇ
役
員
と
し
て
体
験
学
習
の
指
導

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

武た
け

田だ

　宏ひ
ろ

通み
ち

さ
ん

か

西さ
い

　知と
も

久ひ
さ
さ
ん

葛惱
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皆
さ
ん
は
『
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
』
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
10
月
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
同
会
は
、
会
員
同
士

の
交
流
や
市
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

登
別
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
同
会
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
と
も
に
、
活
動
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ふ

る

さ

と

登

別
の
応
援
団

札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
は

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た

札幌

　
札
幌
圏
に
居
住
す
る
登
別
出
身
者
や
登

別
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
た
ち
が
ふ
る
さ
と

登
別
を
応
援
す
る
『
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
』

は
、
単
な
る
親
睦
団
体
で
は
な
く
、
登
別

の
活
性
化
を
促
す
組
織
と
し
て
平
成
８
年

10
月
22
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
年
齢
や
性
別
、
職
業

な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
『
ふ
る
さ
と

登
別
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
』
、

『
ふ
る
さ
と
登
別
を
応
援
し
た
い
』
と
い

う
登
別
へ
の
温
か
い
思
い
の
も
と
、
現
在
、

個
人
会
員
31
人
、
法
人
会
員
６
社
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
会
は
、
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
、
『
札

幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
総
会
』
の
ほ
か
、
市
か

ら
の
情
報
提
供
や
札
幌
圏
と
登
別
市
内
の

事
業
者
ら
が
経
済
交
流
を
行
う
『
札
幌
の

ぼ
り
べ
つ
交
流
プ
ラ
ザ
』
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
に
関
連
す
る
講
演
会
、
会

員
に
よ
る
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
の
拡
販

支
援
、
観
光
客
誘
致
活
動
な
ど
も
行
い
、

『
ふ
る
さ
と
登
別
』
の
活
性
化
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
会
会
員
が
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
『
Ｈホ

ッ

カ

イ

ド

ウ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
キ
ッ
チ
ン
　

シ
ュ
シ
ュ
』
（
札
幌
市
・
ア
ス
テ
ィ
45
ビ

ル
地
下
１
階
）
で
は
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
ご
当
地
グ

ル
メ
『
登
別
閻え

ん

魔ま

や
き
そ
ば
』
の
提
供
の

ほ
か
、
登
別
で
育
っ
た
豚
を
使
用
し
た
新

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
期
間
限
定
で
行
う
な

ど
、
個
々
の
会
員
に
お
い
て
も
登
別
の
知

名
度
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

◦�

10
月
22
日
、
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
設
立

総
会
、
第
１
回
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
交
流

プ
ラ
ザ
を
開
催
。

◆
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

◦�

８
月
１
日
、
市
制
施
行
30
周
年
を
記
念

し
、
鬼
の
衣
装
２
組
を
市
に
寄
贈
。

◦�

９
月
30
日
、
登
別
で
行
わ
れ
た
『
産
業

フ
ェ
ア
in
登

イ
ン

別
』
に
会
員
が
参
加
。

ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
会
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ

を
実
施
。

◆
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

◦�

９
月
16
日
、
創
立
10
周
年
を
記
念
し
、

『
登
別
再
発
見
・
買
出
し
ツ
ア
ー
』
を

実
施
。
札
幌
か
ら
44
人
が
参
加
し
、
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
登
別
海
鮮
直
市
で

の
買
い
出
し
や
市
内
観
光
を
行
っ
た
。

登
別
の
活
性
化
を
促
す
応
援
団

『
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
』

こ
れ
ま
で
の

主
な
活
動
経
過

▲�平成８年10月22日、『札幌のぼりべつ会』
発足にあわせて行われた『札幌のぼりべつ
交流プラザ』

▲�期間限定で提供された、登別ブラ
ンド推奨品を使用した『タラコカ
ルボナーラ』（上）や登別で育っ
た豚を使用した『トンカツ』（下）
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札幌のぼりべつ会

　
平
成
28
年
10
月
22
日
に
迎
え
る
創
立
20

周
年
を
祝
し
て
、
10
月
17
日
㈪
、
札
幌
市

の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

『
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
創
立
20
周
年
記
念

祝
賀
会
』
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
を
は
じ
め
、
東
京
を
拠
点
に
活
動

す
る
ふ
る
さ
と
会
『
東
京
登
別
げ
ん
き
か

い
』
や
登
別
商
工
会
議
所
、
登
別
観
光
協

会
、
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
登
別
ブ

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
か
ら
総
勢
57
人
の
方
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
祝
賀
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
貢

献
活
動
に
造
詣
が
深
く
、
落
語
家
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
、
全
国
各
地
を
飛
び
回
っ
て

い
る
渡わ

た

邊な
べ

一か
ず

雄お

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
ほ

か
、
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
20
周
年
記
念
誌

の
配
布
な
ど
も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
同
会
の
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮み

や

髙た
か

憲け
ん

一い
ち

会
長
は
、
こ
れ
ま
で

同
会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
の
ぼ
り
べ
つ
の
活
性

化
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方

で
、
札
幌
圏
に
お
住
ま
い
の
登
別
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
や
登
別
出
身
者
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
入
会
を
お
す
す

め
く
だ
さ
い
。

※�

年
会
費
は
男
性
（
個
人
）
２
千
円
、
女

性
（
個
人
）
１
千
円
、
法
人
１
万
円
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼�

問
い
合
わ
せ
　
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
事

務
局
（
㈱
開
発
工
営
社
総
務
部
・
長は

谷せ

川が
わ

裕ゆ
う

詞じ

・
☎
011

－

207

－

３
６
６
６
）

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
登
別
海
鮮
直
市
で

の
買
い
出
し
や
市
内
観
光
を
行
っ
た
。

◆
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

◦�

８
月
22
日
、
『
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
』

の
『
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
』
に
合
わ

せ
て
、
第
15
回
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
交
流

プ
ラ
ザ
と
交
流
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、

登
別
温
泉
開
湯
150
年
を
記
念
し
、
登
別

観
光
協
会
に
桜
の
木
を
寄
贈
。

◆
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

◦�

３
月
14
日
、
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
審

査
会
』
が
開
催
さ
れ
、
会
員
が
同
審
査

会
の
委
員
長
を
務
め
た
。

◆
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

◦�

10
月
17
日
、
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
創
立

20
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
。
札
幌
の

ぼ
り
べ
つ
会
20
周
年
記
念
誌
を
配
布
し

た
。

◦�

10
月
22
日
、
札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会
創
立

20
周
年
を
迎
え
た
。

札
幌
の
ぼ
り
べ
つ
会

創
立
20
周
年
を
祝
し
て

札幌のぼりべつ会
会長　宮

みや

髙
たか

　憲
けん

一
いち

さん

ホームページを
開設しています。 会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　多くの方のご指導・ご支援を賜り平成８年に発足した『札
幌のぼりべつ会』は、今年で無事20周年を迎えました。
　東京には平成元年に発足した登別出身者のふるさと会『東
京登別げんきかい』があり、札幌でもぜひ、登別の活性化を
促す組織として同郷の会を結成しようという声が上がったこ
とが同会設立のきっかけです。
　現在、設立時からの良き伝統を守り、会員同士の親睦を深
めながら、会の新たな活性化策や地域貢献策を検討し、登別
ブランド推奨品の拡販支援や札幌地域における登別地元産品
の各種販売の協力支援、観光客誘致活動などに取り組むほか、
『東京登別げんきかい』との連携を強化し、『登別～東京～
札幌』のトライアングル・ネットワークの形成にも努めてい
ます。
　また、同会の運営を次世代へ引き継ぐため、新たな会員の
加入促進にも注力していきたいと考えています。
　これからも、『ふるさと登別』の発展に寄与できるよう、
アンテナをより高く掲げ、精度・感度を上げて出力も増して
ゆく努力を継続することで、札幌・登別間の『情報の受発信
基地』の役割を果たしていきたいと思います。

札幌のぼりべつ会
創立20周年を迎えて

▲�20周年の節目を祝うた
め、多くの方が出席し
た祝賀会

▲�ふるさと登別の新鮮
な海の幸を楽しむツ
アー参加者▲�これまでの活動など

をまとめた『札幌の
ぼりべつ会20周年記
念誌』

ホームページは次の
方法でご覧いただけ
ます。
◦ＵＲＬ：
ｈｔｔｐ：//ｓａｐｐｏｒｏｎｏｂｏｒ
ｉｂｅｔｓｕ．ｓｅｅｓａａ．ｎｅｔ/
◦二次元バーコード
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特
徴
１

一
人
ひ
と
り
の
就
職
力
を
高
め
る

特
徴
２

就
職
に
つ
な
が
る

実
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

特
徴
４

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
人
間
力
を

高
め
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
徴
３

国
家
資
格
認
定
校

国
立
大
学

東京工科大学（姉妹校）

北海道科学大学・・・
北海道東海大学・・・
福井工業大学・・・・・

7人
4人
2人
1人

八戸工業大学・・
中部大学・・・・・・
足利工業大学・・
工学院大学・・・・

1人
1人
1人
1人

室蘭工業大学

北見工業大学・・・

41人
2人

小樽商科大学

岩手大学・・・・

1人
1人

私
立
大
学

　
豊
富
な
求
人
数
と
高
い
進
路
決
定
率
（
平

成
27
年
度
進
路
決
定
率
96
・
３
㌫
）
が
強
み

の
同
校
は
、
多
く
の
企
業
が
来
校
し
、
貴
重

な
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
『
学
内
企
業

説
明
会
』
や
『
就
職
模
擬
試
験
・
模
擬
面
接
』

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
多
彩
な
就
職
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
や
ク
ラ
ス
担
任
、
講
師
陣
が
一
丸
と

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
に
は
、
５

つ
の
仕
事
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
10
学
科
５

コ
ー
ス
６
専
攻
が
あ
り
、
各
分
野
の
専
門
家

を
養
成
し
て
い
ま
す
。
学
習
サ
ポ
ー
ト
に
と

ど
ま
ら
ず
、
学
生
生
活
か
ら
社
会
に
羽
ば
た

く
ま
で
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
文
化
や
教
育
・
福
祉
の
充
実
を
重
点
施
策
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
の
誘
致
を
受
け
、
日
本
工
学
院

北
海
道
専
門
学
校
が
登
別
に
開
校
し
た
の
は
昭
和
57
年

４
月
。
以
来
、
札
内
の
大
地
か
ら
優
れ
た
技
術
と
知
識

を
有
す
る
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
同
校
の
学
科
・
コ
ー
ス
や
進
学
、
就
職
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
（
☎
�
０
８
８
８
）

　
『
で
き
る
こ
と
』
、
『
得
意
な
こ
と
』
が

一
人
ひ
と
り
身
に
付
く
よ
う
、
業
界
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
現
役

の
プ
ロ
を
は
じ
め
、

業
界
経
験
豊
富
な
講

師
陣
が
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。
豊
富
な
実

習
量
と
同
校
独
自
の

実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

即
戦
力
と
な
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

な
り
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
、
社
会
人
と
し
て

必
要
な
『
人
間
力
』

を
合
わ
せ
て
身
に
付

け
る
た
め
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
体
系
・
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確

立
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
理
解
度
に
合
わ
せ
て
細
や
か
な
指

導
を
行
い
、
個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
『
担
任
制
』
を
採
用
。
専
門
知
識
や
技

術
を
身
に
付
け
る
『
専
門
力
』
と
、
コ
ミ
ュ

　
同
校
は
、
多
く
の
国
家
資
格
の
認
定
校
で

あ
り
、
卒
業
と
同
時
ま
た
は
実
務
経
験
を
積

む
こ
と
で
資
格
が
取
得
で
き
た
り
、
試
験
の

一
部
が
免
除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
国
家
資

格
を
有
利
に
取
得
で
き
ま
す
。
普
段
の
授
業

で
資
格
対
策
を
行
う
ほ
か
、
特
別
講
座
な
ど

も
実
施
し
、
万
全
の
支
援
体
制
で
毎
年
高
い

合
格
実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

学
生
の
未
来
を
切
り
拓
く

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

2000年度～2016年度
大学編入合格実績　合計63人

2016年４月から　情報処理科『大学編入コース』を新設
ピック
アップ

　16年連続で国公立大学への編入合格者を出している
情報処理科に、これまで以上に試験に向けた対策を強
化した『大学編入コース』を新設しました。
　理系専攻・文系専攻を用意し、学生の希望に合わせ、
大学３年次編入を支援します。

（うち、室蘭工業大学41人）
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平
成
28
年
３
月
卒
業
生
の

主
な
就
職
先
・
進
学
先

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系

学びのテーマ 将来の仕事

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系

医
療
系

Ｉ
Ｔ
系

公
務
員
系

◦
Ｉ
Ｔ
・
ゲ
ー
ム
・
Ｃ
Ｇ
系

　�

都
築
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ

ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
旭
情
報
サ
ー
ビ

ス
、
ア
レ
ク
ト
、
ジ
ー
ス
タ
イ
ル
な
ど

◦
電
気
・
建
築
系

　�

北
海
道
電
力
、
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
、

ネ
ク
ス
コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
北
海
道
、

北
海
道
電
気
保
安
協
会
、
大
同
電
設
、
岩

田
地
崎
建
設
、
岩
倉
建
設
、
内
池
建
設
な

ど
◦
自
動
車
整
備
系

　�

札
幌
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ

苫
小
牧
、
札
幌
日
産
自
動
車
、
北
海
道
日

産
自
動
車
、
北
海
道
マ
ツ
ダ
販
売
、
北
海

道
三
菱
自
動
車
販
売
な
ど

◦
公
務
員
・
医
療
秘
書
系

　�

登
別
市
役
所
、
室
蘭
市
役
所
、
北
海
道
警

察
、
札
幌
東
徳
洲
会
病
院
、
日
鋼
記
念
病

院
な
ど

・
柔
道
整
復
系

　�

ク
ラ
シ
オ
ン
、
Ｇゲ

ン

キ

ド

ウ

Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
、
Ｈ
Ｓ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き

た
え
る
ー
む
登
別
・
室
蘭
、
札
幌
あ
ゆ
み

整
骨
院
、
Ｔタ

ケ

ダ

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
　
Ｇグ

ル

ー

プ

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ

接
骨
院
な
ど

※�

法
人
格
名
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

　学生の興味を未来につなげるさまざまな学科・コースがあります。

ゲームクリエイター科 作品のおもしろさを追求し、ゲーム制作のノウハウを
習得します

ゲームクリエイター、ゲームディレクター、
ゲームプログラマ、ゲームデザイナーなど

ＣＧデザイナー科

　イラスト専攻 感性を磨きながら、２Ｄを中心としたイラスト全般の
制作スキルを習得します

アニメーター、原画クリエイター、作画監督、
キャラクターデザイナー、ＣＧデザイナー、
３ＤＣＧデザイナー、ＣＧコンテンツプラン
ナー、３ＤＣＧアニメーター、Ｗｅｂデザイ
ナー、Ｗｅｂプログラマ、グラフィックデザ
イナー、漫画家など

　マンガ専攻 描画力や紙面編集など漫画に必要な知識・技術を学び
ます

　３Ｄアニメーション専攻 アニメーション制作の高度なテクニックを習得します

　ゲームグラフィックス専攻 ゲームに向けた３ＤＣＧ制作について学び、マルチに
活躍できるＣＧクリエイターを養成します

　Ｗ
ウ ェ ブ
ｅｂデザイン専攻 デザイン力を身につけ、さまざまなニーズに合わせた

Ｗｅｂサイトの制作について学びます

　グラフィックデザイン専攻 ポスターやパンフレットなどのパブリッシングデザイ
ンの制作について学びます

情報処理科

　ＩＴコース プログラミング、システム設計を習得し、技術と資格
が備わったＩＴエンジニアを育成します

プログラマ、システムエンジニア、ネット
ワークエンジニア、Ｗｅｂプログラマなど

　ビジネスコース 資格取得を目標に、パソコンに強いビジネススペシャ
リストを目指します

一般企業の経理・事務・営業、システム管理
者、公務員、プログラマなど

　大学編入コース［新設］ 実績のある編入学試験対策講座で文・理系大学への編
入学を目指します ※編入学した大学による

自動車整備科 二級自動車整備士の国家資格取得を目指し、整備から
カスタムカーづくりまでマスターします

国産車・輸入車ディーラーのメカニック、
レーシングメカニック、バイクメカニックな
ど

電気工学科 道内唯一の電気主任技術者資格認定校で、電力関連に
携わる電気技術者を育成します

エネルギー開発・設計技術者、プラント設計
技術者、電気・電力設備の設計技師など

建築学科 インテリアデザインや設計・施行技術などの建築スキ
ルを徹底的に学習します

建築士、建築設計技術者、建築職公務員、建
築施工技術者など

公務員１年制学科
手厚い面接指導、タブレットＰＣを用いた予習復習、
直前までの試験対策など短期間集中で採用試験合格を
支援します 国家公務員（一般職・専門職）、防衛省職員、

北海道職員、市町村職員、警察官、消防士な
ど公務員２年制学科

　公務員事務コース
　警察官・消防士コース

事務職や公安系職それぞれの職務特性や試験傾向を考
慮した独自システムで、合格を目指します

医療秘書科 ビジネススキルとＩＴスキルを持った、心豊かな医療
事務のエキスパートを養成します

医療事務、医療秘書、電子カルテインストラ
クタ、病院管理、病棟クラーク、ドクターズ
クラークなど

柔道整復科 医療現場だけでなく、スポーツ分野でも活躍できる柔
道整復師を養成します

柔道整復師として独立開業、接骨院・病院勤
務、スポーツ施設、福祉関連施設など

学科・コースの紹介
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

意
識
を
カ
イ
カ
ク
。

　男女
で
サ
ン
カ
ク
。

　
　社会
を
ヘ
ン
カ
ク
。

　
貧
困
の
状
態
に
あ
る
人
の
割
合
を
示
す

度
合
い
と
し
て
『
貧
困
率
』
が
あ
り
ま
す
。

　
貧
困
率
は
、
厚
生
労
働
省
が
国
民
の
所

得
の
平
均
値
を
基
に
算
出
し
て
い
る
も
の

で
、
平
均
的
な
所
得
の
半
分
を
下
回
る
世

帯
で
暮
ら
す
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
割
合

　
子
ど
も
の
貧
困
率
が
増
加
し
た
原
因
と

し
て
、
子
育
て
世
帯
な
ど
の
非
正
規
労
働

者
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
出
産
や
育

児
な
ど
に
よ
る
女
性
の
離
職
は
依
然
と
し

て
多
く
、
男
女
が
平
等
で
安
心
し
て
働
き

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
成
長
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

を
示
す
『
子
ど
も
の
貧
困
率
』
は
、
平
成

24
年
に
過
去
最
大
の
16
・
３
㌫
と
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
の

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
い
る
現
役
世
帯
の
う

ち
、
大
人
が
１
人
の
世
帯
の
貧
困
率
は
、

54
・
６
㌫
と
、
大
人
が
２
人
以
上
い
る
世

帯
の
貧
困
率
12
・
４
㌫
に
比
べ
非
常
に
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
兼
家
庭
相

談
員
が
生
活
や
子
ど
も
の
育
成
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
就
学
に
関
す

　
市
は
、
平
成
25
年
４
月
に
策
定
し
た

『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第

２
次
）
の
ぼ
り
べ
つ
・
は
ぁ
も
に
ぃ
プ
ラ

ン
21
』
（
平
成
34
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

計
画
）
に
お
い
て
掲
げ
た
４
つ
の
目
標
に

つ
い
て
、
今
後
３
カ
年
に
お
け
る
具
体
的

な
事
業
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
計
画
的
な

実
行
と
適
切
な
進
行
管
理
を
図
る
た
め
、

『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
第
２

次
実
施
計
画
（
平
成
28
年
度
～
平
成
30
年

度
）
』
を
策
定
し
、
子
ど
も
や
女
性
に
関

わ
る
施
策
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

る
貸
付
金
の
相
談
や
就
職
の
た
め
の
資
格

取
得
の
給
付
金
に
よ
る
就
労
支
援
な
ど
各

種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
『
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
』
や
小
・
中
学
生
の
世
帯
で
生
活

困
窮
し
て
い
る
方
へ
学
用
品
や
給
食
費
な

ど
の
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困

雇
用
の
環
境

市
の
取
り
組
み

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

支
援
制
度

　
平
成
11
年
に
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
17
年
が
経
過
す
る
中
で
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
多
様
な
社
会
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
に
『
子
ど
も
の
貧
困
』
が
あ
り
ま
す
。
貧
困
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
、
男
女
が
平
等
に
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
号
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
と
市
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
子
ど
も
や
女
性
に
関
す
る
主
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

貧困率の推移
（単位：％）

平成18年 平成21年 平成24年
子どもの貧困率 14．2 15．7 16．3
子どもがいる
現役世帯 12．2 14．6 15．1

大人が一人 54．3 50．8 54．6
大人が二人 10．2 12．7 12．4

厚生労働省『平成27年国民生活基礎調査』

◦�男女共同参画に向けた教育・学習活動の推進
◦�男女の仕事と生活の調和（ワークライフバランス）
◦�全ての人が健康で安心して暮らせる環境の整備
◦�子育て支援体制の充実

◦男女の人権が尊重される社会実現
◦男女があらゆる分野に参画することができる社会の実現
◦雇用等の分野における男女平等の実現
◦健康的な生活を生涯にわたって送られる社会の実現
子どもや女性に関わる主な施策

４つの目標

8� 男女共同参画社会を目指して



　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
は
、
男
女
が
平
等
に
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
が
必
要
で

す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
育
児
休
業
な
ど
の
各

種
制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境
も
必
要
で

す
が
、
女
性
自
身
も
社
会
へ
の
参
画
意
識

を
高
め
、
男
性
は
長
時
間
労
働
の
是
正
に

取
り
組
み
、
家
事
や
育
児
な
ど
に
参
画
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
や
子
育
て
な
ど
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に

偏
っ
て
い
る
負
担
を
共
に
分
か
ち
合
い
、

男
女
が
共
に
社
会
に
参
画
す
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

男女共同参画の動き

女性の再婚禁止期間の短縮

マタハラは違法
『マタニティハラスメント』

◎身近な法律知っていますか？

◎職場でつらい思いをしていませんか？

　これまでの民法では、男性は離婚の
翌日から再婚が可能でしたが、女性は
離婚後６カ月を待たないと再婚ができ
ませんでした。
　平成28年６月１日、民法の一部を改
正する法律が成立し、女性の再婚禁止
期間が６カ月から100日に短縮されま
した。

　マタハラとは、働く女性が、妊娠・
出産をきっかけに職場から精神的・肉
体的な嫌がらせを受けることです。
　妊娠・出産・産休・育休などを理由
とする、解雇・雇い止め・降格などの
不利益な取り扱いは、法律で禁止され
ています。
　厚生労働省は、平成29年１月１日の
法施行に合わせて、加害者が懲戒処分
の対象となることを就業規則に明記す
るよう企業に求めるなど、企業が取る
べき具体策などを盛り込んだ指針を決
めました。

相談先
北海道労働局　雇用環境・均等部
（☎011－709－2715）

問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）

妊娠を報告したら
「退職してもらう」
と言われた。

正社員なのに妊娠
したら「パートに
なれ」と言われた。

上司から「産休・
育休は認めない」
と言われた。

普通ありえないよ
うな配置転換をさ
れた。

こんな扱いを受けたら法違反です

改正前 改正後

再婚禁止期間
（民法第733条　
第１項）　　

離婚した日から
６カ月を経過し
た後でなければ、
再婚をすること
ができない。

離婚した日から
100日を経過し
た後でなければ、
再婚をすること
ができない。

9 男女共同参画社会を目指して
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▲�東京都で開催された商談会『イン
フォメーションバザ－ル』での登別
ブランド推奨品のPRブース

▲�『登別ブランド推奨
品』のパンフレット

登別ブランド推奨品に応募しませんか

　登別ブランド推進協議会は、高品質な地元産加工食品を『登別ブランド推奨品』として認定し、
宣伝や販売促進、販路開拓に向けた事業者の取り組みに対して重点的に支援を行うことにより、
優良商品の製造・開発を助長し、地域産業の活性化を促進することを目的に活動しています。
　これまで28品を登別ブランド推奨品として認定し、積極的にＰＲしています。
　この機会にぜひ、まちの新たなシンボルとなるこだわりを持った自慢の商品をご応募ください。

問い合わせ　登別ブランド推進協議会事務局（商工労政グループ内・☎�２１７１）

●
応
募
で
き
る
方

　
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事
業
者

●
対
象
と
な
る
商
品

　�

主
な
原
材
料
が
市
内
で
生
産
ま
た
は
採

取
さ
れ
て
い
る
加
工
食
品
（
市
内
で
生

産
ま
た
は
採
取
で
き
な
い
も
の
に
限
り
、

北
海
道
産
も
対
象
と
し
ま
す
）

●
応
募
で
き
る
品
数

　
１
事
業
者
に
つ
き
２
品
ま
で

　
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
申
込
書
』
に
次

の
も
の
を
添
え
て
、
12
月
22
日
㈭
17
時
ま

で
に
、
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
添
付
す
る
も
の

　�

特
産
品
調
査
票
・
商
品
サ
ン
プ
ル
（
２

個
無
償
提
供
）
・
商
品
カ
タ
ロ
グ
（
商

品
を
説
明
し
た
も
の
）

※�

申
込
書
は
、
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
と
登

別
商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
や
同

会
議
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※�

食
味
審
査
時
に
も
試
食
品
の
無
償
提
供

が
必
要
で
す
。

◎
応
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　�

制
度
の
概
要
や
認
定
審
査
会
の
流
れ
に

つ
い
て
説
明

　
▼
日
時
　
11
月
４
日
㈮
18
時

　
▼
場
所
　
市
役
所
３
階
第
２
会
議
室

　
は
じ
め
に
書
面
審
査
で
、
事
業
所
や
原

材
料
の
産
地
、
安
全
性
な
ど
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
書
面
審
査
に

合
格
し
た
商
品
は
、
平
成
29
年
１
月
29
日

㈰
に
開
催
予
定
の
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

審
査
会
』
に
進
み
、
11
ペ
ー
ジ
に
記
載
す

る
項
目
の
審
査
や
食
味
、
独
自
の
取
り
組

み
な
ど
に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

※�

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
審
査
会
』
は
、

公
募
し
た
市
民
や
農
林
水
産
業
関
係
者
、

報
道
機
関
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係
者
、

食
品
加
工
の
専
門
家
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る
と
、
販
売
促
進

や
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
て
、
主
に
次
の

よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦�

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌
へ

の
広
告
掲
載
な
ど
に
よ
る
商
品
の
Ｐ
Ｒ

◦�

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
登
別
商
工

会
議
所
会
報
な
ど
で
の
商
品
紹
介

◦�

商
談
会
な
ど
、
販
路
拡
大
に
係
る
情
報

提
供
な
ど

◦�

『
登
別
市
商
談
会
等
出
展
補
助
金
』
の

補
助
率
の
加
算

※�

『
登
別
市
商
談
会
等
出
展
補
助
金
』
と

は
、
商
談
会
、
展
示
会
、
見
本
市
な
ど

に
出
展
す
る
市
内
事
業
者
に
対
し
、
一

部
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
要
件

審
査
方
法

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

品
に
認
定
さ
れ
る
と

応
募
方
法

ホームページを
開設しています。
ホームページは次の
方法でご覧いただけ
ます。
◦ＵＲＬ：
ｈｔｔｐ：//www．cｉｔy．ｎｏｂｏｒｉｂｅｔｓｕ．�
lg．jｐ/ａｒｔｉclｅ/2016100500010/
◦二次元バーコード
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●
応
募
資
格
　

　

�

市
民
で
市
内
の
食
品
加
工
業
者
と
利
害

関
係
の
な
い
方

●
定
員

　

�

２
人
（
応
募
者
が
３
人
以
上
の
と
き
は

選
考
）

●
役
割

　

�

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰
開
催
予
定
の
推

奨
審
査
会
で
、
事
業
者
に
よ
る
商
品
説

明
や
試
食
な
ど
に
よ
り
審
査

●
応
募
方
法
　

　

�

12
月
22
日
㈭
17
時
ま
で
に
商
工
労
政
グ

ル
ー
プ
、
登
別
商
工
会
議
所
に
備
え
付

け
、
ま
た
は
同
会
議
所
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
（
〒
059

－

０
０
１
２
中
央
町
４

丁
目
11
、
思
�
５
３
０
２
、shoko@

c�
ity.noboribetsu.lg.jp

）
に
提
出

推奨品の審査項目とその内容
項　　目 内　　容

素材、原材
料の産地

◦�主な原材料が市内で生産または採取されている加工食品であ
ること（市内で生産または採取できないものに限り、道内で
生産または採取されている場合は可とすることがある）

事業所の所
在地

◦�市内に商品を製造・加工する事業所を有している事業者であ
ること
※�技術的な問題などにより市内で製造・加工が難しく、かつ、
安全性・信頼性が確保できる場合はこの限りでない。

商品の地域
性

◦�登別市の自然や文化、伝統などの特性を有し、登別市のイメ
ージ向上につながる物語性があること
◦�ほかの地域で生産、製造される類似商品と比較して、品質、
食味、価格などの面で優れていること
◦�特許、商標登録などの知的財産権の取得や独自の取り組みが
なされていること

商品の安全
・信頼性

◦�関係法令に基づく表示基準などを遵守し、生産・販売方法も
法令に基づき行われているほか、品質の高さや安全性などを
維持するための取り組みがなされていること

生産体制 ◦�商品を将来にわたり安定的かつ持続的に生産できる体制とな
っている、またはその予定があること

ブランド化
への意欲

◦�ブランド化への意欲があり、登別ブランドの普及、認知度向
上、他事業者などへの波及効果が期待できること

　提供店ごとに独自の味が楽しめる、ご当地グルメの『登別閻魔
やきそば』。まだ食べたことのない方は、ぜひ一度、食べてみま
せんか。
◦北海道産小麦を使用したモチモチとした食感の平麺
◦�ピリ辛でゴマの風味がきいた、閻魔大王指定の秘密のタレ
◦�登別産や登別近郊のおいしい具材

　あなたのお店独自の『登別閻魔やきそば』を提供してみませんか。
　提供しているお店について知りたい場合や提供を希望する場合は、
商工労政グループ（☎�２１７１）まで問い合わせください。

5万食突破！
～ご当地グルメ 登別閻

えん

魔
ま

やきそば～

登別閻魔やきそばを食べてみよう！

提供店も募集中

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
審
査
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す

登別ブランド推奨品のほか
ご当地グルメでも登別の
魅力を発信

平成28年
４月に

11 登別ブランド推奨品に応募しませんか



財政公表
平成２８年９月末の
財政状況をお知らせします

▶問い合わせ　財政グループ
　　　　　　　（☎�１３３１）

　平成28年度各会計予算は、平成28年第１回登別市議会定例会
で当初予算が議決され、その後、９月30日までに一般会計は４
回、国民健康保険特別会計は２回、介護保険特別会計は１回、
予算の補正を行っています。
　今号では、平成28年度予算の９月30日現在における収入と支
出の概況、市民の税負担の状況、市債残高の状況などをお知ら
せします。　

平成28年度各会計予算の執行状況

市債残高の状況 市の財産の状況

一時借入金の状況

会計名 一般会計
特別会計　

合計国民健康保険 学校給食事業 簡易水道事業 介護保険 カルルス温泉
スキー場事業

後期高齢者
医療

当初予算額 2,101,000万円 720,140万円 35,430万円 3,950万円 358,600万円 11,300万円 70,770万円 3,301,190万円
補 正 額 11,619万円 572万円 0円 0円 2,865万円 0円 0円 15,056万円
前年度からの繰越額 54,950万円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 54,950万円
予 算 現 額
（9月30日現在）2,167,570万円 720,712万円 35,430万円 3,950万円 361,465万円 11,300万円 70,770万円 3,371,197万円

歳
入

収入済額 991,090万円 272,898万円 8,523万円 646万円 144,681万円 0円 22,371万円 1,440,209万円
収入率(%) 45.7% 37.9% 24.1% 16.4% 40.0% 0.0% 31.6% 42.7%

歳
出

支出済額 887,986万円 305,655万円 14,046万円 669万円 141,752万円 628万円 21,462万円 1,372,198万円
執行率(%) 41.0% 42.4% 39.6% 16.9% 39.2% 5.6% 30.3% 40.7%

平
成
27
年
度

決 

算 

額

歳 入 2,060,973万円 722,409万円 34,222万円 3,347万円 342,620万円 9,946万円 70,391万円 3,243,908万円
歳 出 1,993,701万円 703,827万円 34,215万円 3,347万円 334,738万円 9,946万円 70,374万円 3,150,148万円
差 引 67,272万円 18,582万円 7万円 0円 7,882万円 0円 17万円 93,760万円

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。

９月30日現在において、借り入れはありません。

会計名 残高

一 般 会 計 232億9,259万円

特
別
会
計

学校給食
事　　 業 1,100万円

簡易水道
事　　 業 1億3,865万円

合 計 234億4,224万円

区分 面積・金額

土 地 686.4万平方㍍

建 物 27.8万平方㍍

基
金
な
ど

現 金 34億3,748万円

土 地 11.1万平方㍍

債 権 な ど 6億1,093万円

市民一人当たりに換算すると
◇市民一人当たりが負担する市税
� 10万3,711円
◇市民一人当たりに使われるお金
� 43万7,663円
◇市民一人当たりの借金の残高
� 47万310円
※�市税収入予算額、一般会計予算現額
（前年度からの繰越額を含む）、一
般会計市債残高を人口で割った金額
です。

◇人口（平成28年9月30日現在）

� 4万9,526人
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登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語

金
賞
・
優
秀
賞
作
品
紹
介

▼
問
い
合
わ
せ
　

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

（
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
�
１
０
７
９
）

　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
民
憲
章
５
項
目
の
う
ち
の
２
項

目
『
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と

『
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　
健
全
な
夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
を
テ
ー
マ
に
市
内

全
８
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
と
し
て
、
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

青
少
年
　
未
来
の
ボ
ー
ル
　
打
ち
ぬ
こ
う

幌
別
小
学
校

宇う

野の 

廉れ
ん

太た

朗ろ
う

登
別
　
温
泉
も
人
も
　
温
か
い

幌
別
西
小
学
校

日く
さ

下か 

　
由ゆ

菜な

親
切
を
　
だ
れ
に
も
で
き
る
　
登
別

幌
別
東
小
学
校

山や
ま

下し
た 

　
夢ゆ

來ら

温
泉
で
　
心
を
い
や
す
　
登
別

青
葉
小
学
校

原は
ら

　 

　
洋よ

う

介す
け

登
別
は
　
え
が
お
が
い
っ
ぱ
い
　
い
い
町
で
す

鷲
別
小
学
校

藤ふ
じ

川か
わ 

有ゆ

紀き

那な

の
ぼ
り
べ
つ
　
子
ど
も
の
み
ら
い
が

そ
だ
つ
ま
ち

若
草
小
学
校

上か
み

山や
ま 

　
　
碧あ

お
い

親
切
で
　
明
る
い
町
を
　
つ
く
ろ
う
よ

登
別
小
学
校

栁や
な

瀬せ 

　
桃も

も

花か

子
ど
も
は
ね
　
未
来
の
笑
顔
　
つ
く
る
ん
だ

富
岸
小
学
校

本ほ
ん

間ま 

　
暖の

乃の

青
少
年
　
未
来
を
つ
く
る
　
夢
育
つ

幌
別
小
学
校

種た
ね

市い
ち

　 

蒼そ
う

樹じ
ゅ

思
い
や
り
　
助
け
合
う
町
　
登
別

幌
別
西
小
学
校

小こ

清し

水み
ず 

咲さ
く

斗と

登
別
の
　
未
来
を
せ
お
う
　
ぼ
く
た
ち
が

幌
別
西
小
学
校

八や

木ぎ

澤さ
わ 

嘉よ
し

紀き

ま
ち
づ
く
り
　
み
ん
な
で
協
力
　
夢
そ
だ
つ

幌
別
西
小
学
校

工く

藤ど
う

　 

理り

央お

協
力
し
　
幸
せ
な
未
来
　
つ
く
ろ
う
よ

幌
別
東
小
学
校

石い
し

塚づ
か

　 

想そ
あ
ら綺

登
別
　
明
る
い
ま
ち
が
　
宝
物

青
葉
小
学
校

田た

中な
か

　 

悠ゆ
う

桜ら

夢
い
っ
ぱ
い
　
元
気
い
っ
ぱ
い
　
登
別

青
葉
小
学
校

中な
か

嶋し
ま 

蓮れ
ん

太た

朗ろ
う

犯
罪
の
な
い
　
人
々
が
み
ん
な
優
し
い
　
登
別

青
葉
小
学
校

露つ
ゆ

木き

　 

月る

愛な

登
別
　
み
ん
な
の
ゆ
め
が
　
育
つ
ま
ち

青
葉
小
学
校

河か
わ

田た

　 

羽は

来く

親
切
が
　
未
来
を
つ
く
る
　
の
ぼ
り
べ
つ

鷲
別
小
学
校

吉よ
し

田だ

　 

万ま

桜お

み
ん
な
に
や
さ
し
く
　
え
が
お
あ
ふ
れ
る
　

登
別
に
し
よ
う

鷲
別
小
学
校

伊い

藤と
う

　 

心こ
こ

愛あ

あ
ん
し
ん
あ
ん
全
　
楽
し
い
ま
ち
は
　
登
別

鷲
別
小
学
校

冨と

樫が
し

　 

透と
う

磨ま

ゆ
め
の
あ
る
　
明
る
い
一
歩
　
ふ
み
だ
そ
う

若
草
小
学
校

富と

樫が
し

　 

愛あ

優ゆ

み
ん
な
が
み
ん
な
　
親
切
に
な
り
　

や
さ
し
い
町
に
し
よ
う

若
草
小
学
校

蛇じ
ゃ

池い
け

　 

泰た
い

生き

泣
い
て
る
人
が
い
た
ら
　
声
を
か
け
合
い
　

明
る
く
に
ぎ
や
か
な
町
に
し
よ
う

若
草
小
学
校

鎌か
ま

倉く
ら

　 

祐ゆ
う

哉や

一
人
で
も
　
豊
か
な
町
を
　
夢
み
よ
う

登
別
小
学
校

堅か
た

田だ

　 

真ま

菜な

親
切
に
　
し
た
ら
き
っ
と
　
住
み
よ
い
場

富
岸
小
学
校

加か

藤と
う

　 

青は
る

樹き

子
ど
も
た
ち
　
夢
を
追
い
か
け
　
さ
あ
行
こ
う

富
岸
小
学
校

高た
か

橋は
し

　 

佑ゆ

奈な

夢
育
つ
　
未
来
を
つ
く
る
　
町
づ
く
り

富
岸
小
学
校

高た
か

橋は
し

　 

宏こ
う

誠せ
い

わ
ら
い
合
い
　
親
切
の
輪
を
広
げ
よ
う

富
岸
小
学
校

阿あ

部べ

　 

莉り

生お

登
別
　
み
ん
な
友
達
　
助
け
合
い

富
岸
小
学
校

高た
か

橋は
し

　 

我が

玖く

金

　賞

優
秀
賞
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▲�スレスタさんがおすすめする観光地の紹介を聞く参加者

▲�防火服を着て『放水体験』に挑戦す
る子ども

　
10
月
２
日
㈰
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市
民
プ
ー
ル
で

『
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
教
育
委
員

会
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
北
海
道
曹
達
株
式
会
社
幌

別
事
業
所
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

創
出
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
空
の
も
と
、
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
で
は
、
『
市
民
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
』
、
『
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
』
、

『
駅
伝
大
会
』
な
ど
の
ほ
か
、
参
加
者
が
協
力
し
て
目
標
回
数

を
跳
ぶ
『
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
！
長
な
わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
で
は
、
『
水
中
障
害
物
競
走
』
、
『
水

中
玉
入
れ
競
争
』
に
加
え
、
今
回
、
新
た
な
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

６
カ
月
か
ら
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
『
親
子
ベ
ビ
ー
水
泳
教
室
』
や
５
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
『
泳
げ
な
い
子
ど
も
集
ま
れ
！
水
泳
教
室
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
骨
盤
を
支
え
る
筋
肉
を
鍛
え
る
『
ひ
め
ト
レ
教
室
』

や
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る
『
健
康
測

定
会
』
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
だ
り
自
身
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
良
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

市民スポーツ・健康フェスティバル

多彩な企画で
市民がスポーツの秋を満喫

10
� ２

▲�参加者が全員で協力して跳ぶ『みんな
でつなごう！長なわとびチャレンジ』

▲�８チーム40人が参加し、沿道から選手
たちに声援が送られた『駅伝大会』

　
10
月
５
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
室
蘭

工
業
大
学
へ
留
学
に
来
て
い
る
ス
レ
ス
タ
・
ス
レ
ス
さ

ん
を
招
き
、
『
第
４
回
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
レ
ス
タ
さ
ん
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
多
彩
な
食
文
化
や

独
特
な
形
の
国
旗
な
ど
、
ネ
パ
ー
ル
の
特
徴
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
の
観
光
地
を
紹
介
。

「
ネ
パ
ー
ル
に
は
登
山
に
来
る
観
光
客
が
多
い
で
す

が
、
貴
重
な
野
生
動
物
な
ど
が
生
息
す
る
世
界
遺
産
・

チ
ト
ワ
ン
国
立
公
園
な
ど
、
山
以
外
に
も
多
く
の
名
所

が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
普
段
な
じ
み
の
少
な
い
ネ
パ
ー
ル

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 　

10
月
１
日
㈯
、
イ
オ
ン
登
別
店
で
、
『
消
防
・
救
急

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
市
民
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

第
一
会
場
の
同
店
駐
車
場
で
は
、
今
年
度
運
用
を
開

始
し
た
『
水
難
救
助
用
ボ
ー
ト
』
を
展
示
し
た
ほ
か
、

火
を
消
火
す
る
『
放
水
体
験
』
や
ロ
ー
プ
を
渡
る
『
ミ

ニ
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
』
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
会
場
の
同
店
内
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
を

学
ぶ
『
救
急
講
習
』
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
買
い
物
に
訪

れ
た
多
く
の
子
ど
も
や
市
民
が
会
場
に
立
ち
寄
り
、
防

災
の
大
切
さ
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

第
４
回
国
際
理
解
講
座

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
� 1

10
� 5

ネ
パ
ー
ル
を
学
ぶ

命
を
救
う
お
仕
事
体
験

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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９月30日㈮、市内の施設などを見学する『市民見学
会』（市主催）を開催しました。
同見学会は、施設の見学を通じて市政に対する理解
を深めることを目的に、毎年行っています。
今年は天候にも恵まれ、参加者の市民６人が、日本
工学院北海道専門学校、最終処分場などの施設を見学

したほか、カント・
レラで勾

まが

玉
たま

を制作し、
大湯沼川の天然足湯
を楽しみました。
参加者は、「名前
は聞いたことがあっ
ても、初めて行く施
設が多く、とても勉
強になりました」と
話していました。

平成28年度市民見学会

９
� ３0

まちの新たな一面を発見
　10月13日㈭から15
日㈯にかけて、姉妹
都市である神奈川県
海老名市から、海老
名市民視察団ら55人
が登別市に訪れまし
た（海老名市都市間
交流協会主催）。
この事業は、都市

間交流の一環として
平成23年から行われ

ており、今年は、平成27年に新たに誕生
した登別版ご当地グルメ『登別閻

えん

魔
ま

やき
そば』を食べたほか、登別地獄谷や大湯
沼川天然足湯などを視察しました。
14日㈮には、札内町にある『交流の森』

でヤエザクラとエゾヤマザクラの苗木６
本を植樹。桜の成長とともに、姉妹都市
交流がますます発展していくことに期待
を込めました。

海
老
名
市
民
視
察
団
『
平
成
28
年
度
登
別
市
市
民
視
察
』

10
� 1３～15

姉
妹
都
市
か
ら
の
来
訪

　
10
月
12
日
㈬
、
市
役
所
で
、
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
登と

夢む

く
ん
』
が
描
か
れ
た
市
バ
ス
２
台
を
披
露
し
ま

し
た
（
市
主
催
）
。

デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
の
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
２
年
生
の
穐あ

き

吉よ
し

玲れ

奈な

さ
ん
は
、

「
登
夢
く
ん
の
表
情
に
こ
だ
わ
り
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

市
バ
ス
に
乗
っ
た
方
や
見
た
方
が
楽
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

市
バ
ス
は
、
市
の
事
業
で
市
民
の
送
迎
や
市
外
か
ら

視
察
な
ど
に
訪
れ
る
来
訪
者
の
案
内
時
な
ど
に
利
用
し

ま
す
。

市
バ
ス
に
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

10
� 12

市
バ
ス
で
登
別
の
Ｐ
Ｒ
を

▲�市バスのデザイン完成を喜ぶ穐吉玲奈さん

▲�デンマークで経験した体験を発表する生徒たち

　
10
月
14
日
㈮
、
市
民
会
館
で
『
平
成
28
年
度
登
別
市

デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
報
告

会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

８
月
12
日
㈮
か
ら
19
日
㈮
ま
で
登
別
市
の
友
好
都
市

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
を
訪

問
し
た
中
学
生
派
遣
交
流
団
の
生
徒
た
ち
が
、
派
遣
中

に
学
ん
で
き
た
こ
と
を
自
身
の
体
験
談
を
交
え
、
一
人

ず
つ
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

他
国
と
の
交
流
で
刺
激
を
受
け
た
参
加
生
徒
た
ち
は
、

「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

平
成
28
年
度
登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク

友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
報
告
会 10

� 1４

そ
れ
ぞ
れ
の
『
思
い
』
を
発
表

▲�天然足湯を楽しむ参加者

▲�姉妹都市交流発展の
思いを込め、記念植
樹を行う視察団
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

登別かっぽれ道場
『
登
別
か
っ
ぽ
れ
道
場
』
は
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
伝
統
芸
能
の

『
か
っ
ぽ
れ
』
を
普
及
・
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
17
年
に
発

足
し
ま
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
60
代
か
ら

70
代
ま
で
の
男
性
３
人
、
女
性
５
人

の
計
８
人
。
毎
週
木
曜
日
の
18
時
30

分
か
ら
21
時
ま
で
鷲
別
公
民
館
で
稽け

い

古こ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

同
道
場
は
、
町
内
会
や
施
設
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

か
っ
ぽ
れ
を
大
勢
の
人
に
広
め
る
た

め
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
道
場
の
発
足
以
前
か
ら
、
長
く

か
っ
ぽ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
櫻さ

く
ら

川が
わ

偲し

有ゆ
う

さ
ん
は
、
「
か
っ
ぽ
れ
は
、
豆

絞
り
を
き
り
り
と
結
び
、
浴
衣
を
は

し
ょ
っ
て
、
威
勢
の
い
い
男
踊
り
を

す
る
日
本
の
伝
統
芸
能
で
す
。
か
っ

ぽ
れ
の
粋
な
踊
り
や
掛
け
声
は
、
見

て
美
し
く
、
ど
こ
で
も
ど
な
た
で
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

同
道
場
の
代
表
の
熊く

ま

野の

正ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん

は
、
「
周
り
も
優
し
く
教
え
て
く
れ

る
の
で
、
新
人
も
積
極
的
に
舞
台
に

立
ち
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
募

集
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

「
か
っ
ぽ
れ
は
、
和
製
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
と
も
呼
ば
れ
、
全
身
を
使
っ
て

楽
し
く
踊
る
た
め
、
良
い
運
動
に
な

り
ま
す
。
偶
数
月
に
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
体
験
講
座
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
、
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」
と
櫻
川
さ
ん
は
、
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

体
験
や
見
学
を
希
望
す
る
方
は
、

櫻
川
さ
ん
（
☎
�
２
２
１
０
）
ま
で
。

▲�衣装を身にまとい、全身を使って陽気
に踊る『かっぽれ』

粋な踊りで見た人を引き
付ける日本の伝統芸能を
一緒に楽しみませんか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
46
回

●
『
暴
風
雪
』
に
つ
い
て

気
象
台
で
は
、
『
暴
風
雪
』
に
よ
っ
て

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

予
想
し
た
と
き
、
『
暴
風
雪
警
報
』
を
発

表
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
数
年
に
一
度
の
非
常
に
激
し

い
『
暴
風
雪
』
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

「
数
年
に
一
度
の
猛
吹
雪
」
や
「
外
出
は

控
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
言
葉
を
使
っ

て
気
象
情
報
を
発
表
し
、
厳
重
な
警
戒
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

●
暴
風
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

猛
吹
雪
で
は
前
が
見
え
な
く
な
り
、
車

の
運
転
や
歩
行
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
『
暴
風
雪
警
報
』
の
発
表
中
は
、

晴
れ
て
い
て
も
一
瞬
で
猛
吹
雪
に
な
る
な

ど
、
天
気
が
急
変
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

屋
外
で
の
行
動
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

も
し
、
吹
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
で
車

が
動
け
な
く
な
っ
た
場
合
、
ほ
か
の
車
と

の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

を
点
灯
す
る
ほ
か
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
を

防
ぐ
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
か
、
車
の
マ

フ
ラ
ー
付
近
の
除
雪
が
必
要
で
す
。
風
雪

が
強
く
な
っ
て
き
た
ら
無
理
を
せ
ず
、
道

の
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

天
気
の
回
復
を
待
つ
こ
と
も
身
を
守
る
手

段
で
す
。

ま
た
、
家
で
は
停
電
に
備
え
、
事
前
に

ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
乾
電
池
な
ど
の
準

備
を
し
て
お
き
、
暴
風
雪
警
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
最
新
の
情
報
を

確
認
し
、
外
出
を
控
え
る
な
ど
の
的
確
な

行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

暴
風
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ

　
室
蘭
地
方
気
象
台

�

（
☎
㉒
４
２
４
９
）

▲�平成24年11月、暴風雪に
より市内で停電が発生し、
信号機が停止した

16� 知って備える防災メモ・仲間たち



▲�寺子屋の『師匠』たち（左上から斉
さい

藤
とう

俊
とし

之
ゆき

さん・小
こ

塚
づか

順
じゅん

一
いち

さん・佐
さ

々
さ

木
き

哲
てつ

弘
ひろ

さん、左
下から堤

つつみ

厚
あつし

さん・小林さん・武
たけ

田
だ

光
みつ

廣
ひろ

さん）

▲�子どもたちに伝授
する小林さん

「
寺
子
屋
で
は
、
『
読
み
書
き
そ
ろ

ば
ん
』
だ
け
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
た

と
え
ば
、
孔
子
を
は
じ
め
と
し
た
先
人

の
教
え
で
あ
る
『
仁
義
礼
智
信
忠
孝
』

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

『
日
本
人
の
心
』
を
形
成
し
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」
。

宮
城
県
白
石
市
か
ら
登
別
市
に
片
倉

家
が
移
住
し
て
き
て
か
ら
約
150
年
。
現

存
す
る
限
ら
れ
た
文
献
か
ら
移
住
当
時

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
当
時
の
教
育
の

一
部
を
反
映
さ
せ
た
『
寺
子
屋
体
験
学

習
』
で
は
、
武
士
道
や
孔
子
の
教
え
、

日
本
の
格
言
な
ど
を
取
り
入
れ
た
特
色

の
あ
る
講
義
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
は
、
「
教
育
に
お
い
て
は

学
力
の
向
上
に
重
き
を
置
く
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
私
た
ち
は
、
日
本
古
来
の

道
徳
や
情
緒
、
自
然
に
対
す
る
感
受
性

な
ど
を
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

寺
子
屋
体
験
学
習
が
始
ま
っ
て
か
ら

14
年
。
小
林
さ
ん
は
、
「
も
っ
と
多
く

の
方
に
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
江
戸
時
代
の
心
や
感
性
、
自
分
の

手
で
『
も
の
』
を
つ
く
り
あ
げ
る
感
動

は
、
忙
し
い
現
代
人
の
心
に
う
る
お
い

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
少
し
で
も
多
く

の
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

師
匠
た
ち
は
、
今
日
も
『
日
本
人
の

心
』
を
伝
え
て
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

寺
子
屋
の
講
義
で
は
、
傘
を
さ
し
て

い
る
人
同
士
が
す
れ
違
う
と
き
に
人
が

い
な
い
外
側
に
傘
を
傾
け
る
『
傘
か
し

げ
』
や
、
ナ
ス
の
花
に
た
と
え
て
親
の

忠
告
の
大
切
さ
を
説
く
『
親
の
意
見
と

茄
子
の
花
は
千
に
一
つ
も
無
駄
は
な
い
』

な
ど
、
日
本
古
来
の
作
法
や
こ
と
わ
ざ

を
多
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
教
授
さ
れ

る
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
の
人
の
心
遣
い

や
情
緒
に
感
動
し
、
目
を
輝
か
し
て
真

剣
に
講
義
を
聴
く
そ
う
で
す
。

日
本
古
来
の
道
徳
や
情
緒

も
っ
と
多
く
の
方
に

昭和14年、兵庫県西宮市生まれ。77歳
長年、教員として活躍。退職後、登別市文化協会会長（現在
は顧問）などを務めていたときに、登別伊達時代村から寺子
屋事業実施の相談を受ける。仲間を集め教本作成などを行い、
現在は寺子屋の『師匠』の一人として活動しているほか、地
域の歴史の研究や短歌でふるさとを詠むなど、さまざまな文
化活動を行っている。

小
こ

林
ばやし

正
まさ

明
あき

さん（常盤町）
　江戸時代に全国的に発展した私設の教育機
関である寺子屋は、庶民の日常生活にとって
実用的な教育を行っていた施設です。その当
時の教育の一部を取り入れ、子どもたちに日
本古来の文化や道徳、登別市の歴史を伝える
事業が登別伊達時代村で行われています。
　登別伊達時代村の『寺子屋体験学習』は、
『寺子屋』で日本の格言やことわざの講義を
受け、『ものづくり工房』でお手玉作りや魚
拓などを体験する団体客向けの体験プログラ
ム。小学生の修学旅行などを中心に、毎年
２千人以上の方が参加しています。
　寺子屋体験学習で『師匠』を務めるのは、
教員経験者、登別市文化協会や郷土資料館ボ
ランティアグループ『ＳＬＧ』の会員、芸術・
文化の造詣が深く積極的に活動を展開してい
る方たち。これまでの経験や知識を生かし、
登別伊達時代村と連携して、観光産業や地域
文化の振興に尽力しています。
　今回は、登別伊達時代村寺子屋・ものづく
り工房の顧問を務める小林さんに、寺子屋体
験学習への思いを伺いました。

『日本人』の心を後
世に伝えていきたい17 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

　
鷲
別
地
区
連
合
町
内
会
の
避
難
訓

練
に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
。

日
時
　
11
月
13
日
㈰
９
時
（
予
定
）

場�

所
　
鷲
別
地
区
連
合
町
内
会
と
そ

の
近
隣
地
区

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
白
老
町
防
災
訓
練
に
伴
い
、
白
老

町
防
災
行
政
無
線
や
消
防
サ
イ
レ
ン
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

登
別
市
の
方
に
も
伝
達
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際
の
災
害

　
市
・
道
民
税
（
第
３
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
６
期
）
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
）
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
第
５
期
）
の
納
期
限
は
11
月
30
日

㈬
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

習
字
24
作
品
、
ポ
ス
タ
ー
２
作
品

の
作
成
者
へ
の
表
彰

◎�

登
別
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す

日�

時
　
11
月
20
日
㈰
13
時
30
分
～
15

時
（
13
時
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
女
性
が
年
齢
を
重
ね
て
も
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
知
識
や
心
が
け
、
支
援
制
度

に
つ
い
て
の
講
演

演�

題
　
女
性
の
老
後
『
い
つ
ま
で
も
、

私
ら
し
く
生
き
る
』
を
考
え
る

講
師
　
弁
護
士
・
小こ

林ば
や
し由ゆ

紀き

さ
ん

問�
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
防
災
行
政
無
線
や
Ｆ

Ｍ
び
ゅ
ー
で
、
チ
ャ
イ
ム
音
や
音
声

な
ど
を
流
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
29
日
㈫
11
時
頃

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

日�

時
　
11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭
９
時

日�

時
　
11
月
29
日
㈫
13
時
30
分
（
13

時
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

対
象
　
給
与
支
給
し
て
い
る
事
業
所

内�

容
　
年
末
調
整
の
仕
方
・
留
意
事

項
、
今
年
度
の
改
正
点
、
法
定
調

書
の
記
載
方
法
、
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

－

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
の
利
用
に
つ
い
て

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
㉒
４
１
５
１
）

税
に
関
す
る
作
品
展

年
末
調
整
説
明
会

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

避
難
訓
練
実
施
に
伴
い

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い

た
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

白
老
町
の
防
災
訓
練
に
伴
い

サ
イ
レ
ン
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
な
ど
が
使
用
さ
れ
ま
す

と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
５
日
㈯
９
時
30
分
～

※�

雨
天
の
場
合
は
11
月
６
日
㈰
に
延

期
し
、
６
日
㈰
も
実
施
で
き
な
い

場
合
は
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�
（
☎
�
１
１
３
０
）

～
17
時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
階

内�

容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

る
標
語
』
な
ど
の
展
示

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
㉒
４
１
５
１
）

◎�

平
成
28
年
度
男
女
共
同
参
画
作
品

展
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す

日�

時
　
11
月
20
日
㈰
11
時
20
分
～

（
11
時
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
『
男
女
共
同
参
画
週
間
作
品

展
』
で
受
賞
し
た
標
語
14
作
品
、

『
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
会
議
』

か
ら
の
お
知
ら
せ

簡単・便利なダイレクト納付
▶ダイレクト納付とは
　�ｅ

イータックス

-Tａx（国税電子申告・納税システム）を利用
して事前に届け出をした預貯金口座から税金を
納付するシステムです。

▶メリット
　・�税務署や金融機関の窓口に出向くことなく、
自宅や会社などから納付が可能

　・�インターネットバンキングの契約が不要
　・期日を指定して納付することが可能
　・�税理士が納税者に代わって納付手続を行うこ
とが可能

▶対象となる税目　国税庁で取り扱う全税目
※�ｅ-Tａxに納付情報データを登録する必要があり
ます。登録方法は、ｅ-Tａxホームページでご確
認ください。

▶利用手続き
　�ｅ-Tａxの利用手続をし、『ダイレクト納付利用
届出書』を所轄の税務署に書面で提出する必要
があります。

※�提出してから利用可能となるまで、約１カ月か
かります。

※�利用可能な金融機関は、国税庁ホームページの
『利用可能金融機関一覧』でご確認ください。

▶問い合わせ　室蘭税務署（☎㉒４１５１）

18� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
地
方
税
に
お
け

る
手
続
き
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
電
子
的
に
行
え
る
無
料
の

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
平
成
29
年
１
月
か
ら
、
国
と
地
方

に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
義
務
の
あ
る

源
泉
徴
収
票
・
給
与
支
払
報
告
書
を

電
子
的
に
一
括
で
提
出
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
無
料
で
利
用
で
き
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
『
Ｐ
Ｃ
ｄデ

ス

ク

ｅ
ｓ
ｋ
』
で
給

与
支
払
報
告
書
と
源
泉
徴
収
票
の
統

一
様
式
に
１
回
入
力
す
る
だ
け
で
そ

れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
給

与
支
払
報
告
書
の
デ
ー
タ
を
市
区
町

村
に
、
源
泉
徴
収
票
の
デ
ー
タ
を
国

税
庁
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｅ�

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
時
間
　
８
時
30

分
～
24
時
（
土
・
日
曜
日
や
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

問�

い
合
わ
せ
　
一
般
社
団
法
人
地
方

税
電
子
化
協
議
会
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

�

（
☎
０
５
７
０
⓼
１
４
５
９
）

　
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
こ
と
で
、

排
せ
つ
物
の
に
お
い
や
庭
荒
ら
し
、

ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
繁
殖
な
ど
、
近
所
迷

惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

地
方
税
の
申
告
は

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い

料
（
平
成
28
年
度
は
１
万
６
千
260
円
）

に
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料
を
加
え

て
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
に
200
円
を
乗
じ
た
額
が
、

老
齢
基
礎
年
金
に
毎
年
上
乗
せ
さ
れ

て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対�

象
　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）

※
国
民
年
金
基
金
加
入
者
は
除
く
。

◎�

付
加
年
金
額
の
例
…
付
加
保
険
料

を
480
カ
月
（
40
年
間
）
納
め
た
場

合
◦
納
め
た
付
加
保
険
料
（
総
額
）

　
400
円
×
480
カ
月
＝
19
万
２
千
円

◦
受
け
取
る
付
加
年
金
（
年
額
）

　
200
円
×
480
カ
月
＝
９
万
６
千
円

※�

２
年
間
以
上
、
年
金
を
受
給
す
れ

ば
、
納
め
た
付
加
保
険
料
以
上
の

付
加
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

　
付
加
年
金
は
、
毎
月
の
定
額
保
険

付
加
年
金
制
度

　市は、親子で有意義な時間を過ごしてもらえるよう、
市内の小・中学校で暦にない独自の３連休を創出する
『家族の時間づくりプロジェクト』を実施しています。
　今年度は平成29年１月に実施する予定ですが、プレ
実施として、登別温泉の日帰り入浴が割引価格で利用
できますので、ぜひご利用ください。
▶プレ実施期間　11月13日㈰～20日㈰
▶割引になる日帰り入浴

※�利用には専用の『利用券』が必要です。対象となる
家庭には、子どもが通う学校から配付します。

　市政に関する情報を市民の皆さんに提供し、皆さ
んの声を広く聴き、市民と行政による『協働のまち
づくり』を進めるため、各地区で地区懇談会を開催
します。多くの方のご参加をお待ちしています。

家族の時間づくり
プロジェクトのプレ実施

▶問い合わせ　学校教育グループ（☎�１１６２）

利用可能施設
受付時間

割引後の価格
小学生以下 中学生 保護者

第一滝本館
９時～18時 500円 550円 1,000円

登別石水亭
11時～18時 200円 250円 　400円

登別グランドホテル
12時30分～19時30分
※�月・木曜日は14時
30分から19時30分
まで。

380円 430円 　750円

登別万世閣
13時30分～18時 280円 330円 　550円

ゆもと登別
13時～19時 250円 300円 　500円

花鐘亭はなや
11時～15時 200円 250円 　400円

平成28年度

地区懇談会

日　時 開催地区・開催場所

11月２日㈬18時 新生地区
老人憩の家『新生虹の家』

11月７日㈪18時 登別地区
婦人センター

11月８日㈫18時 幌別鉄南地区
鉄南ふれあいセンター

11月10日㈭18時 青葉地区
老人憩の家『緑寿の家』

11月11日㈮18時 鷲別地区
鷲別公民館

11月14日㈪14時 登別温泉地区
登別温泉公民館

11月14日㈪18時 中央地区・札内地区
老人憩の家『静和園』

11月22日㈫18時 美園・若草地区
若草婦人研修の家

11月24日㈭18時 富岸地区
老人憩の家『富久寿園』

11月25日㈮18時 幌別西地区
市民会館

▶問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）
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８
月
16
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の

暴
風
雨
や
豪
雨
に
伴
っ
て
経
済
上
の

理
由
に
よ
り
休
業
な
ど
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
事
業
主
に
対
し
て
、
特
例
と

し
て
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
要

件
の
緩
和
と
遡
及
適
用
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

　
北
海
道
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
、
特
定
の
産

業
を
除
く
、
道
内
で
事
業
を
営
む
使

用
者
と
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

改
定
後
最
低
賃
金
　
786
円
（
時
間
額
）

効
力
発
生
日
　
10
月
１
日
㈯

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
㉓
６
１
３
１
）

　
平
成
29
年
１
月
１
日
㈰
か
ら
、
65

　
６
月
上
旬
に
、
５
千
人
の
方
に
郵

送
で
調
査
票
を
送
っ
て
ご
回
答
い
た

だ
い
た
『
ま
ち
づ
く
り
意
識
調
査
』

の
結
果
報
告
書
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所

や
各
支
所
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書

館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、

し
ん
た
21
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
Ｇ

�

（
☎
�
６
５
８
６
）

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

北
海
道
の
最
低
賃
金

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大

『
ま
ち
づ
く
り
意
識
調
査
』

の
結
果
を
公
表
し
ま
す

は
、
地
域
の
方
の
気
づ
き
が
大
切
で

す
。
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
し
た
内
容
が
間
違
っ
て
い
て

も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
し
、
連
絡

し
た
方
の
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問�
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ
（
☎
�
６

６
７
７
）
、
室
蘭
児
童
相
談
所

（
☎
㊹
４
１
５
２
）

期
間
　
11
月
～
12
月
末

内�

容
　
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

使
用
状
況
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

の
設
置
状
況
、
た
ば
こ
な
ど
の
火

気
や
電
気
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

点
検
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

る
問
い
合
わ
せ
　
消
防
署
警
備
Ｇ

�

（
☎
�
２
５
５
１
）

単
身
高
齢
者
世
帯
へ
の

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

11
月
は
『
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
』
で
す

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

歳
以
上
の
労
働
者
も
、
『
高
年
齢
被

保
険
者
』
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。
適
用
要
件
を
満

た
す
と
、
育
児
休
業
給
付
金
や
介
護

休
業
給
付
金
、
教
育
訓
練
給
付
金
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護に関わる活
動を行っている『あなたの街の相談パートナー』です。家庭内のも
めごとや隣近所でのトラブルなど日常生活のさまざまな問題の相談
をお受けしています。
　相談には難しい手続きもなく、無料です。秘密は厳守しますので、
困ったことがありましたらお気軽にご相談ください。
▶市の人権擁護委員

人権擁護委員を紹介します

氏　名 住　所 電話番号
森口　　達（もりぐち　さとる） 鷲別町 ☎８６－７１４９
渋谷　隆芳（しぶや　りゅうほう） 登別温泉町 ☎８４－２３５９
髙橋　敏夫（たかはし　としお） 中央町 ☎８５－３５６２
中山　晃一（なかやま　こういち） 新生町 ☎８６－３１９０
永井　延和（ながい　のぶかず） 片倉町 ☎８５－７６８９
粂井　孝子（くめい　こうこ） 緑町 ☎８５－９６２０
畠山　基子（はたけやま　もとこ） 登別本町 ☎８３－０２３４
白戸　邦昭（しらと　くにあき） 若草町 ☎８６－２３２８

▶問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　
集

１２月の粗大ごみ収集

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください。（１回につき５品まで）

収集の申し込み
㈲登和清掃（☎�０２００）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
調
査
・
審
議
す
る
『
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
委
員
』
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

人
数
　
２
人

任�

期
　
委
嘱
か
ら
会
議
終
了
ま
で

（
12
月
中
旬
か
ら
平
成
29
年
２
月

受
付
期
間
　

◦
推
薦
…
11
月
１
日
㈫
～
20
日
㈰

◦�

一
般
…
11
月
21
日
㈪
～
12
月
10
日

㈯
訓�

練
期
間
　
平
成
29
年
４
月
～
平
成

31
年
３
月

募�

集
科
目
　
金
属
加
工
科
、
精
密
機

械
科

定
員
　
各
15
人

登
別
市
下
水
道
事
業
運
営

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
11
月
22
日
㈫
９
時
30
分
～
17

時
※
１
人
（
組
）
に
つ
き
30
分
程
度
。

場
所
　
市
長
応
接
室
、
各
支
所

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

　
住
所
変
更
の
届
け
出
（
転
出
届
、

転
入
届
、
転
居
届
な
ど
）
は
、
国
民

健
康
保
険
証
の
更
新
や
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
録
な
ど
に
必
要
な
大
切
な
手

続
き
で
す
。

　
入
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
越

し
を
し
た
方
は
、
住
所
変
更
の
届
け

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

卒
業
後
、
地
元
を
離
れ
大
学
な
ど

に
進
学
す
る
場
合
も
、
住
所
変
更

の
届
け
出
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
証
明
用
電
気
計
器
（
子

メ
ー
タ
ー
）
は
、
計
量
法
で
定
め
る

検
定
の
有
効
期
間
内
の
も
の
で
な
け

れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
使
用
で
き
る
期
限
は
、
計
器
に
添

付
し
て
い
る
検
定
ラ
ベ
ル
や
検
定
票

に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
日
本
電
気
計
器
検
定

所
北
海
道
支
社

�

（
☎
011

－

668

－

２
４
３
７
）

日
時
　
11
月
26
日
㈯
13
時
～

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安

内�

容
　
『
協
働
』
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
話
、
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』

に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
22
日
㈫
ま
で
に
市

民
協
働
Ｇ
（
☎
�
１
０
７
９
）

中
旬
を
予
定
）

会�

議
回
数
　
任
期
中
に
３
回
の
開
催

を
予
定

報�

酬
・
交
通
費
　
市
条
例
に
基
づ
き

支
給

選
考
方
法
　
書
類
選
考

申�

し
込
み
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
に
備

え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
11
月
25
日
㈮
ま

で
に
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
持

参
に
よ
り
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
〒�

059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、

Ｅ
メ
ー
ル
：gｅｓｕｉ@

cｉｔy．ｎｏｂ�
ｏｒｉｂｅｔｓｕ．lg．jｐ

）
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の

自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共

済
へ
加
入
せ
ず
に
運
転
す
る
こ
と
は

法
令
違
反
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
北
海
道
運
輸
局
室
蘭

運
輸
支
局
（
☎
㊹
３
０
１
２
）

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

平
成
29
年
度
訓
練
生
募
集

～
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
～

自
賠
責
保
険
・
共
済
の

加
入
は
義
務
で
す

引
越
し
の
際
は
住
所
変
更
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

証
明
用
電
気
計
器
の
有
効

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

※�

そ
の
ほ
か
、
平
成
29
年
３
月
ま
で

の
訓
練
生
も
別
途
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
学
院

�

（
☎
㊹
３
５
２
２
）

※�

苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

問
題
の
相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た

申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
内
容
（
概
要
）

を
伺
い
ま
す
。

申�

し
込
み
　
11
月
７
日
㈪
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

地　区 収集期間 申込期間

鷲別町１～３丁目 12月５日㈪～12月10日㈯　
11月21日㈪～
12月２日㈮　

新生町１・２丁目 12月12日㈪～12月17日㈯　
11月28日㈪～
12月９日㈮　

鷲別町４～６丁目 12月26日㈪～12月30日㈮　
12月12日㈪～
12月22日㈭　

21 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

受
付
期
間

①
11
月
17
日
㈭
ま
で

②
12
月
20
日
㈫
ま
で

試
験
日

①�

11
月
19
日
㈯
か
ら
21
日
㈪
ま
で
の

い
ず
れ
か
１
日

②�

12
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
の
い
ず
れ

か
１
日

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

受
付
期
間
　
12
月
２
日
㈮
ま
で

試�

験
日
　
平
成
29
年
１
月
７
日
㈯
か

ら
９
日
㈪
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

対�

象
　
中
学
校
を
卒
業
（
平
成
28
年

度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
、
成

績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に

顕
著
な
実
績
を
納
め
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
17
歳
未
満
の
男
子

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

受�

付
期
間
　
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

ま
で

試�

験
日
（
１
次
試
験
）
　
平
成
29
年

１
月
21
日
㈯

　
登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、

平
成
28
年
度
登
別
市
青
少
年
表
彰
の

推
薦
を
募
集
し
ま
す
。

表
彰
の
種
類
・
対
象

◦�

青
少
年
善
行
表
彰
…
そ
の
活
動
が

他
の
青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

◦�

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰
（
個
人
）

…
市
内
に
組
織
さ
れ
現
在
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
る
青
少
年
団
体

に
３
年
以
上
所
属
し
、
他
の
青
少

年
団
体
活
動
者
の
模
範
と
な
る
方

◦�

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰
（
団
体
）

…
５
年
以
上
の
活
動
を
続
け
、
そ

の
目
的
が
健
全
な
文
化
・
教
養
・

体
育
・
奉
仕
活
動
で
あ
り
、
他
の

青
少
年
団
体
の
模
範
と
な
る
団
体

◦�

優
良
勤
労
青
少
年
表
彰
…
勤
続
年

数
が
３
年
以
上
で
、
日
常
生
活
に

誠
実
、
精
励
で
、
職
務
技
能
の
向

上
、
研
鑽
に
努
め
る
な
ど
、
他
の

青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

※�

個
人
を
対
象
と
す
る
表
彰
は
、
平

成
29
年
３
月
31
日
現
在
で
28
歳
未

満
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

推�

薦
方
法
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
推
薦
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
11
月
30
日
㈬
ま
で
に

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

登
別
市
青
少
年
表
彰
の
推
薦

を
募
集
し
ま
す

日
時
　
11
月
13
日
㈰
９
時
～
14
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
認
定
証
発
行
日
か
ら
２
年
以

上
３
年
以
内
の
赤
十
字
救
急
法
救

急
員
の
資
格
を
有
す
る
方

内�

容
　
心
肺
蘇
生
法
の
復
習
、
認
定

取
得
後
の
実
技
の
変
更
点
な
ど

※�

受
講
後
、
現
在
保
有
し
て
い
る
認

定
証
の
有
効
期
間
が
終
了
す
る
日

の
翌
日
か
ら
５
年
間
、
資
格
が
継

続
さ
れ
ま
す
。

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

申
し
込
み
が
定
員
の
３
分
の
１
に

満
た
な
い
場
合
は
、
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用
　
１
千
円
（
教
材
費
な
ど
）

申�

し
込
み
　
11
月
７
日
㈪
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
１
９
１

１
）

対�

象
　
中
学
校
を
卒
業
（
平
成
28
年

度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
17

歳
未
満
の
男
子

※�

資
料
や
志
願
票
な
ど
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格

継
続
研
修
を
開
催
し
ま
す

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

０
０
１
４

富
士
町
７
丁
目
33
）
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　水道管の改良工事のため、鷲別
町３丁目と６丁目で、通行止めの
交通規制を行います。
期間　11月～平成29年１月（予定）
規制時間　期間中終日（24時間）
※�詳しい日程は、交通規制区間に
看板を設置し周知します。

通行止めの
お知らせ

問い合わせ　水道グループ
　　　　　　（☎�５５１０）

平成29年度登別地方高等職業訓練校の生徒募集
▶訓練科目・入校資格・訓練期間・定員

▶訓練期間・日時（土・日曜日、祝日を除く）

訓練科目 入校資格 訓練期間 定員
木造建築科

中学校卒業以上の学力のある方 ２年間
（昼　間）

各10人

建築板金科
建築塗装科

建築設計科
高校卒業以上の学力のある方

２年間
（夜　間）

経理事務科 １年間
（夜　間）ＯＡシステム科 20人

訓練期間 訓練日 訓練時間

昼間訓練の場合 ５月～12月 月��２日間 ９時～17時１月～３月 月～金曜日
夜間訓練の場合 ５月～３月 毎週��月・水・金曜日 18時～21時

▶受講料（年額）　１万円～６万円�
▶申込期限　平成29年１月31日㈫�
▶申し込み　登別職業訓練協会（☎�１４５０）

薬局

病院

鷲六園

鷲別町 6丁目

鷲別町
3丁目

←
至
室
蘭
市

←至鷲別駅

至
白
老
町
→

鷲
別
川

36

通行止め区間
（歩行者は通行可）

通行止め区間
（歩行者含む）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�
時
　
11
月
17
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
職
業
選
択
の
手
法
な
ど
の
確

認
、
具
体
策
の
実
態
と
意
思
確
認
、

個
人
面
談
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
14
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

�

（
☎
�
１
４
５
０
）

抽
選
日
時
　
11
月
27
日
㈰
10
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
搬
出
で
き
る
20
歳
以
上
の
方

品�

目
　
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
自
転
車

な
ど

販�

売
価
格
　
500
円
～
（
自
転
車
な
ど

は
無
料
）

申�

し
込
み
　
11
月
14
日
㈪
か
ら
25
日

㈮
ま
で
に
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
（
１
人
１
点
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

就
職
セ
ミ
ナ
ー

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

返還墓地の貸し付けを行います　問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）
▶�対象　市内に住民登録があり、登別市の
墓地使用権をお持ちでない方
▶�貸し付け条件　３年以内に墓碑を建立す
る方
※�墓地の貸し付けを受け、３年を経過して
も墓碑を建立しなかった場合は、墓地使
用許可が取り消しとなります。この場合、
納入された使用料や手数料は返還しませ
ん。
▶申込期間　11月４日㈮～18日㈮
▶�申込方法　市民サービスグループ備え付
けの申込書に必要事項を記入し提出
※�申し込みするときに、印鑑と住民票が必
要です。
※�申し込みは１世帯につき１区画とし、申
し込みが複数となった場合は、後日抽選
を行います。
※�第二富浦墓地は、随時貸し付けを行って
います。

墓　地 造成年度 貸付
区画数

１区画当たり
面積 使用料（うち管理清掃手数料）

亀 田 霊 園
昭和61年 １区画  5.00㎡ 225,000円（25,000円）
昭和62年 １区画  5.00㎡ 225,000円（25,000円）

富 浦 墓 地

昭和44年 ２区画  6.00㎡ 186,000円（30,000円）
昭和48年 ２区画  6.00㎡ 186,000円（30,000円）
昭和50年 １区画  9.00㎡ 288,000円（45,000円）
昭和50年 ５区画  6.00㎡ 186,000円（30,000円）
昭和50年 ３区画  4.00㎡ 124,000円（20,000円）
昭和50年 １区画  2.25㎡ 68,250円（11,250円）
昭和54年 ７区画  6.00㎡ 198,000円（30,000円）
平成６年 ２区画  5.00㎡ 260,000円（25,000円）

第二富浦墓地 平成15年 １区画 10.50㎡ 630,000円（52,500円）
中 登別墓地 昭和45年 ２区画 12.00㎡ 360,000円（60,000円）

登別市温暖化対策実行計画（区域施策編）
（案）

登別市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例・施
行規則の一部改正（案）

担当
グループ

環境対策グループ
〒059-0002幸町２丁目５
（☎�2958・思�2585）

Ｅメール：clｅａｎclｅ@cｉｔy．ｎｏｂｏｒｉｂｅｔｓｕ．lg．jｐ

高齢・介護グループ
〒059-8701中央町６丁目11
（☎�5720・思�3293）

Ｅメール：kａｉgｏ@cｉｔy．ｎｏｂｏｒｉｂｅｔｓｕ．lg．jｐ
募集期間 11月1日㈫～30日㈬

閲覧場所
　各案の全文は、市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市
立図書館アーニス分館、市民活動センター、各意見募集の担当グループに備え付けるほか、
市ホームページにも掲載します。

意見の
提出方法

　閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電話番号、
⑤意見を記入し、閲覧場所に備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、
Ｅメールで各担当グループに提出してください。
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。

意見に
対する
回　答

　寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、閲覧場所に閲
覧ファイルを備え付けます。
※意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

パブリックコメントを募集しています
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同
協
議
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
市
内
の

各
産
業
を
代
表
す
る
中
小
企
業
の
方
と
経

営
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
中

小
企
業
が
後
継
者
の
確
保
や
人
材
の
育
成
、

地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
事
業
者
間
や
地
域
内

の
連
携
な
ど
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
と

そ
の
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
ち
の
魅
力
や
地
元
資
源
を
再

評
価
し
、
新
た
な
視
点
で
地
域
経
済
の
振

興
に
利
活
用
す
る
可
能
性
を
探
る
た
め
、

市
内
の
各
種
団
体
や
中
小
企
業
、
学
校
な

ど
の
協
力
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
大
学
の
地
域
経
済
研
究
者

に
よ
る
ま
ち
の
経
済
の
デ
ー
タ
分
析
や
中

小
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
に
よ

る
地
域
経
済
実
態
調
査
を
行
い
、
専
門
家

の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
経
済

振
興
に
係
る
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
『
中
小
企
業
者
な
ど

や
市
民
、
行
政
の
三
者
間
の
連
携
』
、

『
地
元
資
源
の
利
活
用
』
、
『
観
光
客
の

市
内
消
費
促
進
』
、
『
市
内
事
業
者
間
の

連
携
強
化
に
よ
る
域
内
循
環
』
、
『
西
胆

振
地
域
内
の
連
携
促
進
』
の
５
つ
を
地
域

経
済
の
振
興
に
向
け
た
基
本
的
な
視
点
に

据
え
、
登
別
の
地
元
資
源
や
ま
ち
の
魅
力

を
利
活
用
し
な
が
ら
、
元
気
で
豊
か
な
地

域
経
済
を
目
指
す
こ
と
を
振
興
策
の
方
向

性
と
し
ま
し
た
。

　
振
興
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
中
で
、

同
協
議
会
で
は
、
『
人
が
健
康
で
元
気
に

活
躍
す
る
』
・
『
企
業
が
健
全
な
経
営
環

境
で
事
業
活
動
を
行
う
』
・
『
地
域
全
体

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
経
済
の
振
興
に
取

り
組
む
』
な
ど
が
、
共
通
の
意
見
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
た
め
、
『
人
』
、
『
企
業
』
、

『
地
域
』
の
３
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
て

議
論
を
深
め
、
『
人
が
集
い
、
交
流
す
る

場
』
の
創
出
や
『
後
継
者
育
成
』
、
『
商

圏
の
拡
大
』
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

　
協
議
会
か
ら
市
へ
の
提
言
を
基
に
、
今

後
は
市
が
主
体
と
な
り
、
地
域
経
済
振
興

に
係
る
方
針
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
者
な
ど
や
市
民
、
行
政
の
三
者

で
連
携
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

な
ど
を
今
後
目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て
設

定
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
具
現
化
に
向
け
、

最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
３
つ
の
事
業
を

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
市
に
提
案
し
ま

し
た
。

▲�専門家の助言を得ながら地域経
済の活性化策について協議する
協議会委員

元
気
で
豊
か
な
地
域
経
済
を
目
指
し
て

協議会から提言のあった
最優先に取り組むべき3つの事業

中
小
企
業
が
抱
え
る
課
題
の

把
握
と
地
元
資
源
の
再
評
価

中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
に

向
け
た
取
り
組
み
の
提
案

今
後
の
取
り
組
み

　
９
月
12
日
㈪
、
『
登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
基
本
条
例
』
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
者
な
ど
や
市
民
、
行
政
の
参
画
に
よ
り
設
置
し
た
『
登
別
市
中
小
企

業
地
域
経
済
振
興
協
議
会
』
が
約
２
年
間
に
わ
た
り
調
査
・
研
究
を
重
ね
た
、

中
小
企
業
や
地
域
経
済
の
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
、
市
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
同
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
に

向
け
た
市
へ
の
施
策
の
提
言
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

▼
問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
１
７
１
）

1．地域経済振興に係る施策策定の取り組み
　協議会での協議内容を基に中小企業地域経済振興
に向けた施策の策定

２．法人組織の創設と事業への取り組み
　中小企業者などや市民、行政が連携した情報発信
などの多機能拠点を運営する法人組織の創設と次の
事業の実施
◦�市民に地元事業者を活用してもらうための地元事
業者に関する情報発信

◦�地域資源を活用した商品の開発と販売
◦�連携強化などを目的とする情報交換会開催
◦�中小企業地域経済振興に向けた事業の検討
◦�多機能拠点に関する検討

３．多機能拠点整備に向けた
　　取り組み
　情報発信、人材育成、若
者活躍の場、地産地消、商
圏拡大、連携、交流を目的
とする多機能拠点の整備

▲�提言書を市長へ手渡す
協議会会長（右）

24� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 12月17日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

12月９日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

11月26日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

11月25日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭トラブル、雇用
や給与の問題、いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

夜間・土曜
納税相談窓口

11月24日㈭・25日㈮
17時30分～20時
11月26日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

障がいのある方の
就労相談窓口

11月17日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

11月10日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

成年後見制度に関
する定期巡回相談

11月８日㈫
10時30分～15時30分 市民会館 認知症や障がいなどで判断能

力が低下している方の財産管
理や契約手続きに関すること
など

室蘭成年後見支援
センター
（☎�５０６２）
※�月～土曜日の９時～
17時。

11月22日㈫
10時30分～15時30分 鷲別公民館

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

11月９日㈬・18日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

譲渡・相続・贈与
の相談予約 随時（予約制） 室蘭税務署 譲渡所得、相続税、贈与税に

ついての個別相談
室蘭税務署
（☎㉒４１５１）

女性の人権
ホットライン

11月14日㈪～18日㈮
８時30分～19時
11月19日㈯・20日㈰
10時～17時

電話相談
家庭内暴力、セクハラなど女
性の人権に関する悩みごとや
心配ごと

女性の人権ホット
ライン専用相談電
話
（☎0570-070-810）

無料調停相談会 11月10日㈭
10時～15時

室蘭市市民会
館

家事紛争や民事紛争に関する
個別相談・調停の進め方

室蘭調停協会・直江さん
（☎090-5074-5658）

25 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

持
ち
物
　
上
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会

所
に
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所
　

◦�

11
月
７
日
㈪
10
時
～
15
時
…
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
９
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

11
月
16
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

日
時
　
11
月
15
日
㈫
11
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
　

び
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

日
時
　
11
月
11
日
㈮
10
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
だ
ん
パ
ラ
公
園
の
駐
車

場
（
室
蘭
市
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
だ
ん
パ
ラ
公
園
の
駐
車
場
か

ら
片
道
700
㍍
を
ゆ
っ
く
り
散
歩

※
雨
天
の
場
合
は
屋
内
活
動
。

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
、
昼
食
、

飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－
０
８
６
５
）

持�

ち
物
　
運
動
靴
、
飲
み
物
、
着
替

え
、
帽
子
、
カ
ッ
プ
、
箸は

し

な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

◦�

11
月
30
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
食

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�
容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

日
時
　
11
月
16
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容
　
こ
と
ば
を
伸
ば
す
体
験
講
座

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
11
月
12
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内�

容
　
落
ち
葉
や
実
な
ど
を
使
っ
た

リ
ー
ス
作
り

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
楽
し
み
会

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ

フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
　

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０1００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～5カ月児健康診査
（平成28年７月９日～
７月31日生まれ）

12月８日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成28年２月生まれ）

12月１日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1歳６カ月児健康診査
（平成27年５月生まれ）

12月14日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成25年10月23日～
11月18日生まれ）

12月15日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

12月21日㈬
９時20分～10時

発育・発達・育児・
栄養などの相談

乳幼児健康相談� 診査

26� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

ミ
ニ
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話
11月３日㈭
９時～11時

金子歯科医院� （☎㊹２６２１）
室蘭市東町４丁目18－18

11月６日㈰
９時～11時

谷口歯科� （☎㉓９０９０）
室蘭市御前水町２丁目１－16
高橋歯科医院� （☎�２２５０）
登別市若草町３丁目14－10

11月13日㈰
９時～11時

川本歯科医院� （☎㊺０６５６）
室蘭市中島町２丁目11－14
本田歯科医院�（☎０１４２㉒１６４１）
伊達市舟岡町350－７

11月20日㈰
９時～11時

エルム歯科蘭東診療所�（☎㊸６１６１）
室蘭市中島町２丁目23－３

11月23日㈬
９時～11時

水野歯科医院� （☎㊹４５００）
室蘭市東町２丁目19－14

11月27日㈰
９時～11時

八丁平歯科医院� （☎㊻１１８２）
室蘭市八丁平２丁目27－16

11月の歯科救急医療

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

※
栄
町
保
育
所
の
み
ゲ
ー
ム
遊
び
。

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所
　

◦
12
月
１
日
㈭
…
登
別
保
育
所

◦�

12
月
８
日
㈭
…
鷲
別
保
育
所
、
幌

別
東
保
育
所

◦�

12
月
15
日
㈭
…
富
士
保
育
所
、
栄

町
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
～
11

時
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
上
靴
、
着
替
え
、
帽
子

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の
製
作

日�

時
　
11
月
８
日
㈫
14
時
30
分
～
16

時
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�
象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
作
り
玩が

ん

具ぐ

製
作

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

日
時
　
11
月
29
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
運
動
遊
び

定
員
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

物
（
お
茶
か
水
）
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
７
日
㈪
か
ら
11
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
毎
週
金
曜
日
10
時
～
11
時

場�

所
　
チ
エ
ロ
登
別
（
柏
木
町
４
丁

目
33

－

９
）

内�

容
　
脳
や
筋
肉
、
骨
を
刺
激
さ
せ

る
、
椅
子
と
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体

操
定
員
　
６
人

持�
ち
物
　
タ
オ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
た
水
、
動
き
や
す
い
服
装

問�
い
合
わ
せ
　
荒
川
さ
ん

　
（
☎
090

－

９
７
５
７

－

８
３
１
８
）

日�
時
　
12
月
８
日
㈭
10
時
15
分
～
12

時
場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
臼う

す

と
き
ね
で
餅
つ
き
体
験

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
か
水
）
、

お
し
ぼ
り
、
フ
ォ
ー
ク
、
着
替
え

な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
21
日
㈪
か
ら
25
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

『
も
ち
つ
き
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
　
11
月
19
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内
容
　
遊
具
や
教
材
を
使
っ
た
遊
び

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）
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※
次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

①�

市
民
税
非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護

受
給
者
世
帯
の
方

②�

登
別
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
建
設
国
保
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
）

③�

登
別
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方

持
ち
物
　

①�

の
方
…
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
、

世
帯
全
員
の
課
税
証
明
書
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
の
い
ず
れ
か

②
・
③
の
方
…
健
康
保
険
証

問�

い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

内�

容
　
脳
動
脈
瘤り

ゅ
う

の
診
断
と
治
療
に

つ
い
て

講�

師
　
同
病
院
脳
神
経
外
科
長
・
林は

や
し

征せ
い

志じ

医
師

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院

�

（
☎
㊼
４
４
０
４
）

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
茶
道
同
好
会
・

小
杉
さ
ん
（
☎
�
５
２
０
０
）

日
時
　
11
月
12
日
㈯
11
時
～
12
時

場�

所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

内�

容
　
痔じ

核か
く

の
治
療
・
外
来
手
術
に

つ
い
て
の
講
話

講�

師
　
皆
川
病
院
院
長
・
渋し

ぶ

谷や

均ひ
と
し
医

師
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
�
５
９
６
２
）

日�
時
　
11
月
16
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
30
分

場
所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内�

容
　
簡
単
お
せ
ち
料
理
、
あ
ん
か

け
豆
乳
茶
碗
蒸
し
な
ど

参
加
料
　
１
千
200
円

申�

し
込
み
　
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
同

病
院
（
☎
�
３
２
３
５
）

実�

施
期
間
　
11
月
１
日
㈫
～
12
月
31

日
㈯

対�

象
　
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障

害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
に
該
当

す
る
方

※�

接
種
時
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
提

示
が
必
要
で
す
。

実�

施
場
所
　
登
別
・
室
蘭
市
内
で
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

申�

し
込
み
　
医
療
機
関
に
直
接
申
し

込
み
く
だ
さ
い

接
種
料
金
　
１
千
500
円

日�

時
　
11
月
15
日
㈫
15
時
（
開
場
14

時
30
分
）

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

医
療
相
談
会
・
講
習
会

料
理
教
室

第
28
回

市
民
公
開
健
康
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成

し
ま
す介 護 の 日 の

イ ベ ン ト
　地域で自分らしく元気に暮らすことを
テーマに講演会などを開催します。

認知症とその予防について
時間　11月９日㈬13時30分～15時
場所　鷲別公民館
講師　いしまる神経内科クリニック
　　　院長・石

いし

丸
まる

浩
こう

平
へい

先生
内�容　福祉用具の展示、簡易の認知症チェックなど
申�し込み　登別市地域包括支援センター『けいあい』
� （☎�５００５）

歯周病がまねく全身疾患とその予防
時間　11月10日㈭13時30分～15時
場所　鉄南ふれあいセンター
講師　なかがわ歯科医院
　　　院長・中

なか

川
がわ

弘
ひろ

誓
ちか

先生
※当日、直接会場にお越しください。

毎日プラス10分の運動
時間　11月11日㈮13時30分～15時
場所　老人福祉センター
講�義・実演　Ｊ

ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院、理学療法士・作業
療法士

※当日、直接会場にお越しください。

問い合わせ　高齢・介護グループ（☎�５７２０）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

11
月
号

日
時
・
内
容
　
11
月
５
日
㈯

　
北
海
道
の
歴
史
や
自
然
に
関
す
る

映
画
を
上
映

①
10
時
30
分
…
子
ど
も
向
け
２
本

②
13
時
30
分
…
一
般
向
け
３
本

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
11
月
３
日
㈭
は
『
文
化
の
日
』
の

た
め
臨
時
開
館
し
ま
す
。

　
開
館
時
間
は
通
常
通
り
で
す
。

※
こ
ぐ
ま
号
の
運
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
11
月

25
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
３
日
㈭
９
時
～
15
時

場�

所
　
市
民
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

内
容
　
お
い
し
い
お
茶
を
い
た
だ
く

参
加
料
　
500
円
（
干
菓
子
と
抹
茶
代
）

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日�

時
　
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19

日
㈯
10
時
30
分
～
15
時

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内
容
　

①�

ヒ
ン
メ
リ
（
吊
る

す
飾
り
）
作
り

②�

押
し
花
の
コ
ー
ス

タ
ー
作
り

③
ミ
サ
ン
ガ
作
り

定�

員
　
①
は
各
日
10
人
、
②
・
③
は

各
日
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
８
４
７
０
）

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
茶
道
同
好
会
・

小
杉
さ
ん
（
☎
�
５
２
０
０
）

日�

時
　
11
月
12
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
26
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

講�

師
　
登
別
郷
土
文
化
研
究
会
・
街か

い

道ど
う

重し
げ

昭あ
き

さ
ん

内�

容
　
『
幌
別
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名

：
地
名
の
由
来
・
伝
説
と
地
図
』

（
知ち

里り

真ま

志し

保ほ

・
山や

ま

田だ

秀ひ
で

三ぞ
う

著
）

の
索
引
を
も
と
に
ア
イ
ヌ
語
地
名

を
読
み
解
く

定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
３
日
㈭
10
時
～
16
時

場
所
　
総
合
体
育
館

内�

容
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
音

楽
・
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
持
ち
物
　
上
靴

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
に
ス

ポ
（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
・
☎

�
６
８
６
６
）

日�

時
　
11
月
13
日
㈰
９
時
15
分
～
12

時
場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
料
　
250
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈭
ま
で
に
登

別
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
荒あ

ら

生お

さ
ん
（
☎
�
８
６
３
６
）

日�

時
　
11
月
３
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

講�

師
　
カ
メ
ラ
マ
ン
・
山や

ま

本も
と

敏び
ん

さ
ん

（
登
別
映
像
機
材
博
物
館
館
主
）

内�

容
　
山
本
さ
ん
ご
自
身
の
映
像
作

品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
マ

ン
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
講
演

定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

映
画
会

市
立
図
書
館
臨
時
開
館
情
報

市
立
図
書
館
休
館
情
報

小
さ
な
お
茶
会

キ
ウ
シ
ト
湿
原
感
謝
祭

読
書
週
間
講
演
会

『
登
別
の
た
か
ら
も
の
～
幌

　
別
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
～
』

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

カ
ル
フ
ェ
ス

～
の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
～

市
民
レ
ク

『
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
会
』

文
化
の
日
講
演
会

『
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
う
仕
事
』

　水泳大会のため
11月13日㈰は18時
まで全館休館しま
す。
▶問い合わせ　
　市民プール（☎�５５８８）

市民プールらくあ
休館のお知らせ

▲�ヒンメリ製作例
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平成29年　登別市成人祭
▶日時　平成29年１月８日㈰13時～15時（12時から受け付
け）

▶場所　市民会館
▶対象　平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生ま
れた方

※対象者には12月上旬に案内を送付します。
※過去に登別市内に在住していたが、現在、住民登録のない
方で登別市成人祭に参加したい方、登別市在住で案内が届
かなかった方は、問い合わせください。

▶問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
11
月
19
日
㈯
15
時
～
17
時

場
所
　
と
も
か
な

日�

時
　
11
月
24
日
㈭
13
時
～
14
時
30

分
場
所
　
し
ん
た
21
多
目
的
室

内�

容
　
『
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
』
に
よ
る
朗
読
会
と
参
加
者

の
朗
読
体
験

日
時
　
11
月
15
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
登
別
と
き
め
き
大
学
連
携

日
時
　
11
月
14
日
㈪
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
て
５

品
を
調
理

定
員
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈭
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

日�

時
　
11
月
17
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
『
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

「
登
別
愛
好
会
」
』
の
発
足
２
周

年
を
記
念
し
て
、
津
軽
す
こ
っ
ぷ

三
味
線
の
家
元
・
舘た

て

岡お
か

屏び
ょ
う

風ぶ

山さ
ん

さ

ん
を
招
き
、
演
奏
会
と
体
験
学
習

を
開
催

参
加
料
　
１
千
円

問
い
合
わ
せ
　
同
会
・
堀
尾
さ
ん

�

（
☎
�
７
４
５
０
）

コ
ー
ス
の
一
環
と
し
て
、
講
師
を

招
き
時
事
問
題
に
つ
い
て
解
説

講�

師
　
㈱
室
蘭
民
報
社
代
表
取
締
役

社
長
・
工く

藤ど
う

忞つ
と
む

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
と
き
め
き
大
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
関せ

き

さ
ん
（
☎
090

－

９
０
８
９

－

０
６

４
５
）

日�

時
　
11
月
19
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
、
21
日
㈪
19
時
～
20
時
30
分

場
所
　
と
も
か
な

演
題
　
肺
の
仕
組
み
と
呼
吸

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

問�
い
合
わ
せ
　
11
月
17
日
㈭
ま
で
に

と
も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

対
象
　
男
性

内�

容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申�

し
込
み
　
11
月
17
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
11
月
26
日
㈯
19
時
～

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
11
月
16
日
㈬
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
２
０
８
０
）

花
２
階
）

内�

容
　
ギ
タ
ー
や
バ
ン
ジ
ョ
ー
な
ど

の
楽
器
に
よ
る
演
奏
を
お
話
を
交

え
な
が
ら
披
露

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

入
場
料
　
１
千
円
（
飲
み
物
付
き
）

※
当
日
券
は
300
円
増
し
。

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花
で
販
売

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

男
の
料
理
教
室

朗
読
会
と
体
験
学
習

ニ
ュ
ー
ス
の
深
読
み
学
習
塾

２
０
１
６

第
３
回
食
の
安
全
・
安
心

セ
ミ
ナ
ー

日ひ
ゅ
う
が向

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
＆ア

ン
ド

す
こ
っ
ぷ
三
味
線
の
演
奏

と
体
験
会

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

Ｔ
Ｉ
Ｏ
・
ガ
チ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ

　今年度は11月30日㈬で閉館しま
す。
　来年度の開館は、
平成29年４月1日㈯
を予定しています。
▶問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）

カント・レラからの
お知らせ

30� わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



年越しは手打ちそばで教室
日時　11月26日㈯10時～12時30分
対�象　小学生以上（小学生は保護
者同伴）
定員　12組（申し込み順）
参加料　１人1,000円
持�ち物　エプロン、三角巾、手拭き２枚、上
靴、そばを持ち帰る大きめの容器
申�し込み　11月２日㈬から17日㈭までに郷土
資料館

包丁とぎ体験
日時　12月３日㈯10時～12時
対象　18歳以上
定員　20人（申し込み順）
参加料　100円
持ち物　包丁２・３丁、雑巾
※包丁はケースに入れるか布に包んで持参。
申�し込み　11月11日㈮から25日㈮までに郷土
資料館

しめ飾り作り
日時　12月11日㈰10時～12時
対象　小学生以上
※小学４年生以下は保護者同伴。
内容　スゲを使って本格的なしめ飾りを制作
定員　30人（申し込み順）
参�加料　しめ飾り１つにつき300円（１家族
２つまで）
申�し込み　11月16日㈬から12月２日㈮までに
郷土資料館

申し込み　郷土資料館（☎�１３３９）

体験してみませんか？

郷土資料館で 日�
時
　
11
月
26
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内�

容
　
『
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
』
に
つ
い
て
の
講
演
と
報
告
会

参
加
料
　
１
人
100
円

※�

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
プ
ラ
タ
ナ
ス
・
安
達

さ
ん
（
☎
�
７
８
４
５
）

日
時
　
11
月
26
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

日
時
　
11
月
30
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
ハ
ー
ブ
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
壁
飾
り

（
ス
ワ
ッ
グ
）
を
制
作

講�

師
　
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

磯
野
み
ゆ
き
さ
ん
・
清
水
ま
さ
み

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円

持�

ち
物
　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲
む
た

め
の
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、
持
ち
帰
り

用
袋
、
針
金
を
切
る
は
さ
み
、
お

し
ぼ
り
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
文

日�

時
　
12
月
４
日
㈰
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
鷲
別
公
民
館

内�

容
　
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
み

ん
な
で
楽
し
く
歌
う

参
加
料
　
500
円
（
飲
み
物
付
き
）

問�

い
合
わ
せ
　
合
唱
団
あ
す
な
ろ
・

田
中
さ
ん
（
☎
�
４
６
４
３
）

日�

時
　
12
月
18
日
㈰
９
時
（
受
け
付

け
は
８
時
45
分
ま
で
）

場
所
　
総
合
体
育
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

種�

目
　
一
般
の
部
、
競
技
者
（
登
別

ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
加
盟
者
）
の
部

※
各
部
男
子
の
部
・
女
子
の
部
有
り
。

チ�

ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
５
人
（
選

手
４
人
、
補
欠
１
人
含
む
）

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
各
３
千
500
円

申�

し
込
み
　
11
月
８
日
㈫
か
ら
30
日

㈬
ま
で
に
総
合
体
育
館
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
と
と
も
に
チ
ー
ム
単

位
で
総
合
体
育
館
に
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

�

（
☎
�
５
５
５
２
）

日�

時
　
12
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
10
時

～
17
時
（
４
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
式
典
、
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ

大
会
（
４
日
の
み
）
、
障
が
い
児
・

障
が
い
者
作
品
展
示
（
両
日
）

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
市
障
害
者
福
祉

関
係
団
体
連
絡
協
議
会
・
吉
野
さ

ん
（
☎
�
０
０
８
３
）

日
時
　
12
月
３
日
㈯
19
時

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
Ｍ

ミ

チ

ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
に
よ
る
ピ
ア
ノ

弾
き
語
り
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

入
場
料
　
２
千
円
（
飲
み
物
付
き
）

※
当
日
券
は
500
円
増
し
。

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
日
・
場
所
　
11
月
10

日
㈭
か
ら
、
ア
ー
ニ
ス
、
ブ
テ
ィ

ッ
ク
花
な
ど
で
販
売

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
11
月
27
日
㈰
15
時
～
17
時

場
所
　
市
民
会
館

内�
容
　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
飢
餓
の
現
状

報
告
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
駐
日
連
絡
事
務
所
の

視
察
結
果
報
告
、
幌
別
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど

問�

い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会
・
髙

橋
さ
ん
（
☎
�
３
５
６
２
）

思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
い

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申�

し
込
み
　
11
月
24
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

プ
ラ
タ
ナ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

元
気
に
介
護
の
会

ハ
ー
ブ
教
室

う
た
ご
え
喫
茶

市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

第
12
回
障
害
者
週
間
記
念
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ

第
25
回
世
界
食
料
デ
ー

登
別
大
会
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申し込み・問い合わせ☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座 のぼりん展示・イベント

日時　11月14日㈪
　10時～12時
内�容　初心者向け
の曲を練習しま
す
定�員　５人（申し
込み順）

大正琴教室（岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師） 期間　11月11日㈮～16日㈬
内容　書道作品展示

第52回文化祭書道展（登別書道連盟主催）

期間　11月19日㈯～30日㈬
内容　絵手紙の展示

いぶりぶらり散歩�p
パ ー ト

art２（安
やす

本
もと

　喜
よし

英
てる

さん主催）

日時　毎週月曜日19時30分～20時15分
内�容　体のゆがみや痛
み、力みなどの原因
にもなる骨盤を正し
い位置に整え、美し
い脚や姿勢をつくる
骨格バランストレー
ニング

定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　前日までにのぼりん

女性のためのナイトリフレッシュ

日時　毎週金曜日19時45分～20時30分
内容　ヨガ体験
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　前日までにのぼりん

ヨガ教室

日時　11月17日㈭13時30分～15時
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
持ち物　動きやすい服装（手足にお灸をします）
申し込み　前日までにのぼりん

ツボ押しとお灸体験（登別お灸倶
く

楽
ら

部
ぶ

主催）

日時　11月18日㈮13時～15時
内容　静物画を描写します
持ち物　水彩画道具一式
定員　10人（申し込み順）

水彩画教室（長
なが

田
た

　清
きよし

講師）

日時　11月26日㈯14時～16時
内容　江差追分の歌い方を学びます
定員　20人（申し込み順）

江差追分道場（石
いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）

日時　11月27日㈰10時～12時
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

子ども将棋教室（佐
さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）

日時　11月26日㈯10時～12時
対�象　小学生以上
の方
内�容　講師による
対局指導をしま
す
定�員　20人（申し
込み順）

囲碁教室（保
ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）

のぼりんナイトカルチャー
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� ₂ 5 ₆ ₉

　鉱山町にある神社周辺を散策しながら自然の不
思議について考えます。
日時　11月６日㈰10時～12時
定員　20人（申し込み順）
※小学４年生以下は保護者同伴。
参加料　100円
持ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子など
申し込み　11月５日㈯までにふぉれすと鉱山

鎮
ちん

守
じゅ

の森のふしぎ

　自然の中で温泉の仕組みを学びます。
日時　11月12日㈯10時～12時
対象　小学５・６年生
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、飲み物、帽
子など
申し込み　11月11日㈮までにふぉれすと鉱山

ヤマセミ塾

　森に落ちている種の不思議に迫ります。
日時　11月15日㈫10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子など
申し込み　11月13日㈰までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク

　森の中に動物たちの痕跡を探しに行きます。
日時　11月19日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装
申し込み　11月18日㈮までにふぉれすと鉱山

動物の世界

　植樹場所や遊歩道の整備、種集めなどを行い、
里山を整備します。
日時　11月26日㈯10時～12時
参加料　200円（18歳未満の方は100円）
持�ち物　野外で活動できる服装、長靴、軍手、帽
子、手拭い、防寒着、飲み物など　

申し込み　11月25日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　冬眠をキーワードに生き物の世界を学びます。
日時　12月３日㈯13時～15時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装
申し込み　12月２日㈮までにふぉれすと鉱山

冬眠の世界

　お茶を飲みながら、ふぉれすと鉱山を利用する
皆さんの声を伺います。
日時　11月27日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
申し込み　11月26日㈯までにふぉれすと鉱山

利用者会議～一般編～

　子育てに関するお話会と森の中で体験プログラ
ムを行います。どちらかのみの参加も可能です。
日時　12月３日㈯10時30分～15時
対象　子育て中の方、子育て支援をしている方
定員　50人（申し込み順）
参加料　300円（18歳未満の方は100円）
持ち物　昼食、飲み物
※�体験プログラムに参加の方は、野外で活動しや
すい服装と靴も持参。

※�託児を希望する方は申し込み時にお伝えくださ
い。

子育てフォーラム
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今月の新着図書
市立図書館
☎�４３2４

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は 6 カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

若いチカラが登別の未来を創る

こどものほん

ゆずります（売ります）

●加湿器●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●植樹刈り込みはさみ
（16㌢㍍）●スピードスケート用スケート靴（26㌢㍍）●果実酒用容
器（1.8㍑）●習字教材一式（すずり・墨・小筆・水差し・文鎮、箱
付き）●収納箱（プラスチック製・50㌢㍍×35㌢㍍×28㌢㍍）●衣装
用ケース（プラスチック製・半透明・ふた付き）●卓上電動糸切りの
こ●レコード（各種）●２段ベッド（大人用、木製）●学習机（木製）
●スキー用手袋（Ｌサイズ）

ゆずってください（買います）

●ステレオ用メインアンプ（50Ｗ
ワット

以下）●空気清浄器（100㌢㍍×20
㌢㍍）●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●電動草刈り機●山菜取り
用リュック●電動ミシン●２段ベッド（大人用、木製）●ガスコンロ
（プロパンガス用）●ビデオデッキ●ビデオテープ●スキー用手袋
（Ｌサイズ）●登別青嶺高校男子制服（Ｍサイズ）●鷲別中学校男子
制服（155㌢㍍～160㌢㍍）

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で

は
、
10
月
18
日
㈫
に
旭
川
市
、
19
日

㈬
に
北
見
市
、
27
日
㈭
に
釧
路
市
、

28
日
㈮
に
帯
広
市
で
、
在
校
生
の
保

護
者
と
の
地
域
懇
談
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

同
懇
談
会
は
、
担
任
や
就
職
を
指

導
し
て
い
る
教
員
が
、
学
生
の
普
段

の
様
子
や
成
績
な
ど
を
保
護
者
に
直

接
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
普
段
お
話
を
す
る
機
会

が
少
な
い
遠
方
の
保
護
者
の
方
に
は

好
評
の
懇
談
会
で
す
。

11
月
の
地
域
懇
談
会
は
、
本
校
の

ほ
か
函
館
市
・
札
幌
市
・
青
森
県
で

開
催
予
定
で
す
。

・
11
月
５
日
㈯
・
13
日
㈰

　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

11
月
ま
で
地
域
懇
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す

願
書
受
け
付
け
中

11
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�『体験入学』で建築学科の授業を体験
する高校生

▲�『オープンキャンパス』で在校生から
話を聞く高校生

10
月
１
日
㈯
か
ら
、
願
書
受
け
付

け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
願
書
は
郵

送
で
の
申
し
込
み
の
ほ
か
、
直
接
本

校
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
、

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験
入

学
』
へ
の
参
加
の
際
に
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
入
学
広
報
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

何様
朝
あさ　い

井　リョウ�著

　生きるとは、何者かになったつ
もりの自分に裏切られ続けること
だ…。2012年刊行『何者』のアナ
ザーストーリー。

◇みかづき� 森
もり

　　絵
え

都
と

�著
◇叛

はん

骨
こつ

　上・下� 津
つ

本
もと

　　陽
よう

�著
◇星

ほし

野
の

道
みち

夫
お

� 星
ほし

野
の

　直
なお

子
こ

�監修

いえのおばけずかん

　玄
げん

関
かん

に見
み

たこともない黒
くろ

いスリ
ッパがあったら、それは『ぬげず
のスリッパ』かもしれません。は
いたら最

さい

後
ご

、歩
ある

きたくなくてもス
リッパが勝

かっ

手
て

に動
うご

き出
だ

し…。『ぬ
げずのスリッパ』をはじめ、家

いえ

の
こわいおばけの話

はなし

全
ぜん

７話
わ

を収
しゅう

録
ろく

。

斉
さい

藤
とう

　　洋
ひろし

�作

◇天
てん

女
にょ

銭
せん

湯
とう

� ペク　ヒナ�作
◇「ごめんなさい」がいっぱい� 鈴

すず

木
き

　永
なが

子
こ

�絵
◇レシピにたくした料

りょう

理
り

人
にん

の夢
ゆめ

� 百
もも

瀬
せ

　しのぶ�文
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

地
域
の
方
が
先
生
に

ラ
ジ
オ
体
操
普
及
に
貢
献

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
そ
う

『
秋
の
ミ
ニ
運
動
会
』
を
開
催

　
幌
別
東
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

は
、
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、

毎
月
１
回
14
時
20
分
か
ら
15
時
５
分

ま
で
『
放
課
後
子
ど
も
塾
・
東
っ
子
』

を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
員
の

約
20
人
は
こ
の
取
り
組
み
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
学
習
プ
リ
ン

ト
の
丸
付
け
な
ど
を
行
い
、
児
童
の

学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
維
持
や
住
民
同
士
の
交
流
を

目
的
に
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
実
施
し
て

い
る
新
和
会
が
、
『
平
成
28
年
度
ラ

ジ
オ
体
操
優
良
団
体
等
表
彰
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
、
㈱

か
ん
ぽ
生
命
保
険
、
日
本
放
送
協
会

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
三
者
連
名
）
』
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

代
の
方
が
参
加
す
る
ラ
ジ
オ
体
操
会

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
若
草
町
内
会
で
は
、
家
に
あ
る
パ

ソ
コ
ン
を
日
常
生
活
で
活
用
す
る
た

め
、
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
毎
月
２

回
、
約
２
時
間
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
で
は
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

を
使
っ
た
文
書
や
住
所
録
、
家
計
簿

の
作
成
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
忘
年
会
の
案
内
状
や

年
賀
状
の
作
成
な
ど
に
活
用
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
鷲
別
２
丁
目
町
内
会
で
は
、
体
力

づ
く
り
と
地
域
交
流
を
目
的
に
『
秋

の
ミ
ニ
運
動
会
』
を
行
い
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
綱
引
き
や
紅
白
リ

レ
ー
な
ど
の
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
出
場
す
る
競
技
で
は
、

保
護
者
か
ら
「
が
ん
ば
れ
」
と
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
運
動
会
の
後
は
、
秋
空
の
も
と
、

昼
食
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
行
い
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

新
和
会

�

会
長
　
島し

ま

田だ

　
幸こ

う

一い
ち

　
　

若
草
町
内
会

�

会
長
　
伊い

藤と
う

　
秀ひ

で

男お

　
　

鷲
別
２
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
原は

ら

田だ

　
敬け

い

三ぞ
う
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36� 議会だより　でぃすかす

開
か

れた
議会を目指し
て

84号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2016.11.1

登別市議会 で 検索 市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

　障
が
い
者
の
就
労
の
形

態
は
、
企
業
の
理
解
の
も

と
就
労
す
る
場
合
と
、
就

労
継
続
支
援
事
業
を
利
用

し
て
就
労
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
は
Ｂ
型
事
業
所
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま

す
。　企

業
の
障
が
い
者
雇
用
に
対
す
る
理
解
促
進
の

た
め
の
取
り
組
み
や
、
雇
用
主
へ
の
補
助
金
活
用

の
周
知
と
障
が
い
者
へ
の
賃
金
確
保
、
労
働
環
境

の
改
善
に
係
る
施
設
・
設
備
へ
の
補
助
金
の
実
態

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
賃
金
確
保
の

た
め
の
施
設
整
備
や
、
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
国
と
北
海
道
が
行

う
社
会
福
祉
施
設
整
備
補
助
金
と
、
北
海
道
と
市

が
行
う
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
が
あ
り
、
保
健

福
祉
部
と
観
光
経
済
部
が
連
携
し
、
事
業
所
に
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

　ま
た
、
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
周
知
に
よ

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、

差
別
解
消
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　今
回
の
一
般
質
問
は
、

①
登
別
市
に
お
け
る
観
光

資
源
の
と
ら
え
方
に
つ
い

て
、
②
近
隣
自
治
体
・
国・

北
海
道
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
③
森
林
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
に
つ
い
て
の
３
点
を
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
「
観
光
」
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
今

後
の
重
点
的
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
質
問
し
ま

し
た
。

　観
光
資
源
の
と
ら
え
方
と
し
て
、
市
か
ら
は
、

本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
文
様
や
自
動
販
売
機
な
ど
が
珍
し
く
目

に
映
る
な
ど
、
観
光
資
源
に
対
す
る
見
方
は
非
常

に
多
様
化
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　近
隣
自
治
体
・
国
・
北
海
道
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
連
携
・
取
り
組
み
に
受
動
的
な
回
答
が
多

く
、
非
常
に
残
念
で
し
た
。

　体
験
型
観
光
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
と
し
て
、

津
別
町
の
森
林
浴
を
活
用
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
を
取
り
上
げ
、
併
せ
て
私
自
身
の
体
験
を
元
に

提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

に
つ
い
て
今
後
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

米
　田
　登
美
子

井

野

正

臣

障
が
い
者
の
就
労
に
つ
い
て

登
別
市
に
お
け
る

�

観
光
振
興
に
つ
い
て

※

※

一 般 質 問
議 員 1 2 名 が
市 政 を 問 う

平成２８年第３回定例会

就労継続支援事業…�事業所での雇用が困難な障がい者に対し、就労の機会を提供するとともに、生産活動などの機会を提供し、知識や能力向上のために必要な訓練
を行う事業であり、雇用契約を結ぶ「Ａ型」と、雇用契約を結ばない「Ｂ型」の２種類がある。

あいサポート運動…�障がいに対する理解を深め、障がいのある方への手助けや配慮を行うことで、障がいの有無にかかわらず誰もが暮らしやすい社会の実現を目指
した運動。

　本
年
６
月
北
海
道
教
育

委
員
会
か
ら
、
平
成
31
年

度
よ
り
室
蘭
工
業
高
校
が

１
ク
ラ
ス
減
と
な
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
学
科
の
合
計

募
集
定
員
200
名
に
対
し
、
平
成
27
年
度
164
名
、
平

成
28
年
度
157
名
と
２
年
に
わ
た
り
下
回
っ
た
こ
と

か
ら
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
室
蘭
工
業
高
校
の

１
ク
ラ
ス
減
は
、
一
般
高
校
と
異
な
り
学
科
が
１

つ
無
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
地
域
産
業
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
室

蘭
工
業
高
校
の
環
境
土
木
科
は
、
大
き
く
定
員
割

れ
し
て
お
り
、
統
廃
合
の
対
象
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
、
土
木
技
術
者
が
大
い
に
不
足
し
て

い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
北
海
道
に
対
し
ク
ラ
ス
減

撤
回
の
働
き
か
け
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
質
問

し
ま
し
た
。

　北
海
道
で
は
学
科
の
統
合
を
予
定
し
て
お
り
、

学
ぶ
内
容
に
大
き
な
影
響
の
無
い
よ
う
配
慮
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ス
減
撤
回
の
働
き
か
け
を

行
う
予
定
は
無
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　工
業
地
域
と
い
う
特
徴
か
ら
、
今
後
技
術
者
を

目
指
す
子
ど
も
が
増
え
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　国
民
生
活
調
査
に
よ
る

と
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は
16
・
3
％
と
６
人
に

１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
会
で
は
平
成
25
年
６
月
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
１

月
17
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

質
　市
と
し
て
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答
　子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
り
、
貧
困
が
連
鎖
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
環
境
整
備
や
教
育
の
機
会
均
等
を

図
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
　本
市
の
貧
困
率
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
実
態
調
査
を
行
い
必
要
な
施
策
を

行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
　９
月
２
日
に
「
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る

地
域
説
明
会
」
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
「
子
ど
も

の
貧
困
の
実
態
把
握
に
関
す
る
こ
と
」
が
検
討
事

項
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
北
海
道
が
今
秋
に
子
ど
も

の
家
庭
環
境
を
把
握
す
る
実
態
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
質
問
内
容
を
調
整
し
て
い
る
た
め
、

北
海
道
の
調
査
を
注
視
し
て
い
く
。

　市
長
の
思
い
が
先
行
し
、

具
体
的
に
何
を
ど
う
す
る

か
が
不
鮮
明
と
と
ら
え
た

「
所
信
表
明
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、

行
政
内
部
の
情
報
共
有
や
横
断
的
連
携
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
道
の
駅
整
備
へ
の
対
応
は
、

地
方
創
生
に
係
る
補
助
制
度
の
把
握
不
足
や
展
望

な
き
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　「
未
来
を
育
む
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
な
ど
の
必
要
性
、
「
充
実
し
た
福
祉
を
実

践
す
る
」
で
は
、
市
の
将
来
像
に
も
つ
な
が
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
全
体
構
想
か
ら
取
り
組

む
必
要
性
を
指
摘
し
、
「
経
済
発
展
を
増
幅
さ
せ

る
」
で
は
、
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
協
議
会
報

告
書
へ
の
対
応
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　総
じ
て
、
心
情
的
・
一
面
的
・
表
面
的
な
考
え

に
よ
る
行
財
政
運
営
で
あ
り
、
政
策
・
施
策
の
具

現
化
へ
の
戦
略
の
欠
如
を
痛
感
し
、
市
政
に
対
し

て
は
、
大
局
的
・
本
質
的
・
論
理
的
に
、
筋
道
を

立
て
脈
絡
あ
る
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
提
言

し
ま
し
た
。

　昨
年
度
、
自
殺
し
た
市

民
10
名
の
う
ち
半
数
が
70

代
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

ま
た
、
毎
年
30
代
以
下
の
若
者
が
自
殺
し
て
い
る

の
も
本
市
の
特
徴
で
す
。
そ
の
結
果
、
本
市
の
自

殺
率
は
全
国
全
道
平
均
よ
り
も
高
い
数
値
が
続
い

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
の
わ
ず
か
７
年
間
の

積
み
上
げ
で
は
、
100
名
も
の
登
別
市
民
が
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　社
会
的
に
タ
ブ
ー
視
さ
れ
や
す
い
問
題
で
あ
る

が
故
に
、
統
計
デ
ー
タ
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
自
殺
未
遂
や
自
殺
者
数
は
も
っ
と
多
く
潜
在

し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　本
市
で
は
、
い
ま
だ
に
具
体
的
な
対
策
に
は
至

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
自
殺
対
策
の
重

要
性
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　今
後
、
民
間
を
含
め
た
自
殺
対
策
に
か
か
わ
る

協
議
会
設
立
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
殺
者
の
状
況
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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高
等
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取
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　障
が
い
者
の
就
労
の
形

態
は
、
企
業
の
理
解
の
も

と
就
労
す
る
場
合
と
、
就

労
継
続
支
援
事
業
を
利
用

し
て
就
労
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
は
Ｂ
型
事
業
所
が
多
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま

す
。　企

業
の
障
が
い
者
雇
用
に
対
す
る
理
解
促
進
の

た
め
の
取
り
組
み
や
、
雇
用
主
へ
の
補
助
金
活
用

の
周
知
と
障
が
い
者
へ
の
賃
金
確
保
、
労
働
環
境

の
改
善
に
係
る
施
設
・
設
備
へ
の
補
助
金
の
実
態

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
賃
金
確
保
の

た
め
の
施
設
整
備
や
、
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
国
と
北
海
道
が
行

う
社
会
福
祉
施
設
整
備
補
助
金
と
、
北
海
道
と
市

が
行
う
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
が
あ
り
、
保
健

福
祉
部
と
観
光
経
済
部
が
連
携
し
、
事
業
所
に
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

　ま
た
、
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
周
知
に
よ

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、

差
別
解
消
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　今
回
の
一
般
質
問
は
、

①
登
別
市
に
お
け
る
観
光

資
源
の
と
ら
え
方
に
つ
い

て
、
②
近
隣
自
治
体
・
国・

北
海
道
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
③
森
林
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
に
つ
い
て
の
３
点
を
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
「
観
光
」
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
今

後
の
重
点
的
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
質
問
し
ま

し
た
。

　観
光
資
源
の
と
ら
え
方
と
し
て
、
市
か
ら
は
、

本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
文
様
や
自
動
販
売
機
な
ど
が
珍
し
く
目

に
映
る
な
ど
、
観
光
資
源
に
対
す
る
見
方
は
非
常

に
多
様
化
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　近
隣
自
治
体
・
国
・
北
海
道
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
連
携
・
取
り
組
み
に
受
動
的
な
回
答
が
多

く
、
非
常
に
残
念
で
し
た
。

　体
験
型
観
光
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
と
し
て
、

津
別
町
の
森
林
浴
を
活
用
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
を
取
り
上
げ
、
併
せ
て
私
自
身
の
体
験
を
元
に

提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

に
つ
い
て
今
後
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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子
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野
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　本
年
６
月
北
海
道
教
育

委
員
会
か
ら
、
平
成
31
年

度
よ
り
室
蘭
工
業
高
校
が

１
ク
ラ
ス
減
と
な
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
学
科
の
合
計

募
集
定
員
200
名
に
対
し
、
平
成
27
年
度
164
名
、
平

成
28
年
度
157
名
と
２
年
に
わ
た
り
下
回
っ
た
こ
と

か
ら
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
室
蘭
工
業
高
校
の

１
ク
ラ
ス
減
は
、
一
般
高
校
と
異
な
り
学
科
が
１

つ
無
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
地
域
産
業
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
室

蘭
工
業
高
校
の
環
境
土
木
科
は
、
大
き
く
定
員
割

れ
し
て
お
り
、
統
廃
合
の
対
象
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
、
土
木
技
術
者
が
大
い
に
不
足
し
て

い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
北
海
道
に
対
し
ク
ラ
ス
減

撤
回
の
働
き
か
け
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
質
問

し
ま
し
た
。

　北
海
道
で
は
学
科
の
統
合
を
予
定
し
て
お
り
、

学
ぶ
内
容
に
大
き
な
影
響
の
無
い
よ
う
配
慮
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ス
減
撤
回
の
働
き
か
け
を

行
う
予
定
は
無
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　工
業
地
域
と
い
う
特
徴
か
ら
、
今
後
技
術
者
を

目
指
す
子
ど
も
が
増
え
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　国
民
生
活
調
査
に
よ
る

と
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は
16
・
3
％
と
６
人
に

１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
会
で
は
平
成
25
年
６
月
に
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
１

月
17
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

質
　市
と
し
て
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答
　子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
り
、
貧
困
が
連
鎖
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
環
境
整
備
や
教
育
の
機
会
均
等
を

図
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
　本
市
の
貧
困
率
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
実
態
調
査
を
行
い
必
要
な
施
策
を

行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
　９
月
２
日
に
「
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る

地
域
説
明
会
」
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
「
子
ど
も

の
貧
困
の
実
態
把
握
に
関
す
る
こ
と
」
が
検
討
事

項
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
北
海
道
が
今
秋
に
子
ど
も

の
家
庭
環
境
を
把
握
す
る
実
態
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
質
問
内
容
を
調
整
し
て
い
る
た
め
、

北
海
道
の
調
査
を
注
視
し
て
い
く
。

　市
長
の
思
い
が
先
行
し
、

具
体
的
に
何
を
ど
う
す
る

か
が
不
鮮
明
と
と
ら
え
た

「
所
信
表
明
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、

行
政
内
部
の
情
報
共
有
や
横
断
的
連
携
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
道
の
駅
整
備
へ
の
対
応
は
、

地
方
創
生
に
係
る
補
助
制
度
の
把
握
不
足
や
展
望

な
き
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　「
未
来
を
育
む
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
な
ど
の
必
要
性
、
「
充
実
し
た
福
祉
を
実

践
す
る
」
で
は
、
市
の
将
来
像
に
も
つ
な
が
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
全
体
構
想
か
ら
取
り
組

む
必
要
性
を
指
摘
し
、
「
経
済
発
展
を
増
幅
さ
せ

る
」
で
は
、
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興
協
議
会
報

告
書
へ
の
対
応
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　総
じ
て
、
心
情
的
・
一
面
的
・
表
面
的
な
考
え

に
よ
る
行
財
政
運
営
で
あ
り
、
政
策
・
施
策
の
具

現
化
へ
の
戦
略
の
欠
如
を
痛
感
し
、
市
政
に
対
し

て
は
、
大
局
的
・
本
質
的
・
論
理
的
に
、
筋
道
を

立
て
脈
絡
あ
る
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
提
言

し
ま
し
た
。

　昨
年
度
、
自
殺
し
た
市

民
10
名
の
う
ち
半
数
が
70

代
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

ま
た
、
毎
年
30
代
以
下
の
若
者
が
自
殺
し
て
い
る

の
も
本
市
の
特
徴
で
す
。
そ
の
結
果
、
本
市
の
自

殺
率
は
全
国
全
道
平
均
よ
り
も
高
い
数
値
が
続
い

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
の
わ
ず
か
７
年
間
の

積
み
上
げ
で
は
、
100
名
も
の
登
別
市
民
が
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　社
会
的
に
タ
ブ
ー
視
さ
れ
や
す
い
問
題
で
あ
る

が
故
に
、
統
計
デ
ー
タ
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
自
殺
未
遂
や
自
殺
者
数
は
も
っ
と
多
く
潜
在

し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　本
市
で
は
、
い
ま
だ
に
具
体
的
な
対
策
に
は
至

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
自
殺
対
策
の
重

要
性
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　今
後
、
民
間
を
含
め
た
自
殺
対
策
に
か
か
わ
る

協
議
会
設
立
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
殺
者
の
状
況
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連

携
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

戸

井

　
肇

佐
々
木

　久
美
子

松

山

哲

男

辻

　
弘

之

高
等
学
校
配
置
計
画
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
の

�

実
態
調
査
を
行
い
対
策
を
！

筋
道
を
立
て
た
脈
絡
あ
る
考
え
の

�

取
り
組
み
を

具
体
的
な
自
殺
対
策
が

�

始
動
し
ま
す

一 般 質 問
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　ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
「
す

る
・
観
る
・
支
え
る
」
と

い
っ
た
様
々
な
か
か
わ
り

方
が
あ
り
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
人
は
さ
ら
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
、
２
０
２
０
年

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
や
計
画
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
様
な
種
目
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
２
０
２
０
年
を
見
据
え
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
は
、
参
加
者
が
必

要
と
し
て
い
る
内
容
の
調
査
と
周
知
活
動
の
強
化
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
に
よ
る
講
演
会
や
実
技
指

導
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
「
現
時
点
で
で
き
る
こ
と
は

何
か
？
」
を
考
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　登
別
市
教
育
大
綱
の
学

校
教
育
基
本
計
画
で
は
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
重

点
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
現
在
の
状
況
、

情
報
機
器
の
活
用
・
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
現
状
や
家
庭
と
地
域
と
の
連
携
促
進
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　本
市
で
は
、
二
極
化
す
る
学
力
分
布
に
お
い
て
、

学
習
指
導
員
に
よ
る
家
庭
学
習
の
定
着
化
推
進
、

放
課
後
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

の
活
用
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
々
や
退
職
教
員
の
協
力
に
よ
る
放
課
後
学
習
で
、

つ
ま
ず
き
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
部

の
教
科
で
は
全
国
を
上
回
る
も
の
の
、
伸
び
悩
ん

で
い
る
教
科
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
さ
ら
な
る
改
善
策
と
し
て
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た
学
習
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
の
定
着
度
の
向
上
や
、
教
員
が
す
ぐ

に
理
解
度
を
把
握
で
き
ま
す
。
文
科
省
で
も
導
入

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
次
期
学
習

指
導
要
領
で
国
の
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
源
措
置
を
含
め
動
向
を
注
視
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

質
　在
宅
介
護
を
支
援
す

る
た
め
の
拠
点
と
な
る
施

設
や
事
業
所
を
ど
う
整
備

す
る
の
か
。

答
　第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
時
に

向
け
、
既
存
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
し
、
社
会
資
源

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
　今
後
、
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」

が
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
本
市
の
考
え
は
。

答
　国
は
服
薬
情
報
を
一
元
的
・
継
続
的
に
把

握
し
、
薬
の
管
理
・
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
多
剤

や
重
複
投
薬
の
防
止
、
残
薬
解
消
の
ほ
か
服
薬
の

安
全
性
・
有
効
性
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化
に

つ
な
が
る
と
し
て
お
り
、
本
市
も
適
切
な
投
薬
管

理
に
つ
い
て
医
師
会
や
薬
剤
師
会
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
図
り
た
い
。

質
　台
風
10
号
の
接
近
に
よ
り
屋
根
が
は
が
れ

る
と
い
っ
た
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
、
例
え
ば

無
利
子
で
修
繕
費
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
よ
う
な

支
援
の
考
え
は
。

答
　本
市
に
は
そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
い
が
、

相
談
は
受
け
付
け
て
い
る
。

　Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
の

移
転
に
関
し
て
、
市
有
地

の
売
却
面
積
、
価
格
な
ど

を
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
「
今
後
の
協
議
・
交
渉
事
項
で
あ
り
、
答

弁
は
差
し
控
え
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
２

０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
ま
で
の
早
い
時
期
に
移

転
・
開
院
を
促
進
し
、
登
別
温
泉
町
の
跡
地
は
民

間
宿
泊
事
業
者
へ
の
売
却
自
粛
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
病
院
建
設
に
は
可
能
な
限
り
市
内
建
設
業

者
を
参
入
さ
せ
る
よ
う
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側
と
の
協
議
内

容
に
加
え
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　合
同
墓
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、
進
捗
状
況
や

他
自
治
体
の
設
置
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

供
用
開
始
時
期
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
近
隣
自
治
体
を
対
象
と
し
た
独
自
の
調

査
を
踏
ま
え
た
提
案
を
行
い
、
供
用
開
始
の
期
日

を
定
め
、
事
業
計
画
、
予
算
措
置
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
提
言
内
容
を
参
考
の
一
部
と
し
て
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
合
同
墓
を
設
置
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

宮

武

祥

子

千

田

文

孝

小

栗

義

朗

若

木

康

夫

ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
に
つ
い
て

地
域
に
根
ざ
し
た

�

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
！

在
宅
介
護
支
援
と

�

台
風
被
害
対
応
に
つ
い
て

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
移
転
と

�

合
同
墓
設
置
事
業
に
つ
い
て

　本
市
を
訪
れ
る
人
々
が

市
内
全
域
を
巡
る
こ
と
に

よ
る
経
済
効
果
の
循
環
や

地
域
資
源
の
有
効
活
用
な

ど
の
課
題
に
は
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
効
果
を
実
感
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
、
経
済
波
及
効
果
の
分
析
や
検
証
、

地
域
資
源
の
活
用
促
進
、
さ
ら
に
は
、
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
・
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
の
「
道
の
駅
」

の
必
要
性
と
本
市
の
考
え
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。　波

及
効
果
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た

日
本
女
子
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
を
例
に
挙
げ
、
そ

の
分
析
や
検
証
の
あ
り
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
市

内
全
域
や
関
係
機
関
を
考
慮
し
た
綿
密
な
調
査
・

分
析
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
検
証
の
必
要
性
を
指

摘
し
、
今
後
に
向
け
た
提
言
を
し
ま
し
た
。

　道
の
駅
に
関
し
て
は
、
先
進
事
例
、
失
敗
事
例

な
ど
検
討
す
べ
き
多
く
の
材
料
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
積
極
的
な
検
討
や
市
と
し
て
の
明
確
な

将
来
像
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
間
が
主
導
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
へ
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

行
政
の
手
腕
を
フ
ル
に
活
用
し
リ
ー
ド
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　３
期
目
の
市
長
が
市
民

に
約
束
し
た
所
信
表
明
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

２
月
議
会
で
の
「
市
政
執

行
方
針
」
は
第
３
期
基
本
計
画
の
６
章
に
あ
わ
せ

て
６
つ
の
分
野
に
分
け
、
「
所
信
表
明
」
で
は
、

５
つ
の
政
策
と
40
の
施
策
と
し
て
い
る
こ
と
で
、

両
者
の
か
か
わ
り
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民

に
と
っ
て
は
わ
か
り
に
く
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
質
問
に
は
、

２
月
議
会
で
の
答
弁
を
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
円

卓
会
議
や
登
別
地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
市
観
光
の

視
点
か
ら
、
利
用
者
は
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
こ
れ
か
ら
移
転
・
開
院
す

る
で
あ
ろ
う
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
の
通
院
者
も
お

り
、
文
字
ど
お
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
全

市
的
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
側
へ
の
大

き
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
温
泉
街
の
耐
震
化
新
補
助
制
度
な
ど
、

財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
市
民

の
不
安
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

成

田

昭

浩

渡

辺

　
勉

経
済
循
環
と

�

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

市
民
に
市
政
が
見
え
る

�

所
信
表
明
を

　平
成
28
年
10
月
13
日
、
函
館
市
で
北

海
道
市
議
会
議
長
会
道
南
支
部
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
催
市
の
函
館
市
を
は
じ
め
、
北
斗

市
、
伊
達
市
、
室
蘭
市
、
苫
小
牧
市
、

登
別
市
の
議
員
約
130
名
が
集
ま
り
、

「
新
幹
線
時
代
の
青
函
交
流
～
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
～
」
と
題
し
、
函
館

工
業
高
等
専
門
学
校
の
奥
平
理
教
授
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　函
館
市
と
青
森
県
に
は
、
方
言
を
は

じ
め
食
文
化
や
祭
り
な
ど
共
通
す
る
も

の
が
多
い
と
の
紹
介
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
新
幹
線
時
代
に
お
い
て
は
、
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
、
両
地
域
の
共
通
性
を
生
か
し

た
青
函
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　本
市
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
沿
線
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
青
函
連
携
の
延
長

と
し
て
、
函
館
市
や
札
幌
市
と
連
携
し

た
広
域
で
の
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
佐
々
木
）

※�詳細については、市議会ホームページ
をごらんください。

平成28年第３回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市家庭的保育事業等
の設備及び運営の基準に
関する条例の一部改正に
ついて

井野、小栗
木村、工藤
千田、辻　
戸井、成田
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺
佐々木

修正案を
採決可決

議 員 の 紹 介
　７月15日告示の登別市議会議員補欠選挙で当選
されました新議員を紹介します。

所属会派 市政クラブ21

所属常任
委 員 会

総務・教育委員会
予算・決算委員会

宮
みや

　武
たけ

　祥
しょう

　子
こ

北
海
道
市
議
会
議
長
会
道
南
支
部

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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　ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
「
す

る
・
観
る
・
支
え
る
」
と

い
っ
た
様
々
な
か
か
わ
り

方
が
あ
り
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
人
は
さ
ら
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
、
２
０
２
０
年

に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
や
計
画
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
様
な
種
目
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
２
０
２
０
年
を
見
据
え
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後
は
、
参
加
者
が
必

要
と
し
て
い
る
内
容
の
調
査
と
周
知
活
動
の
強
化
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
に
よ
る
講
演
会
や
実
技
指

導
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
「
現
時
点
で
で
き
る
こ
と
は

何
か
？
」
を
考
え
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　登
別
市
教
育
大
綱
の
学

校
教
育
基
本
計
画
で
は
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
重

点
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
現
在
の
状
況
、

情
報
機
器
の
活
用
・
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
現
状
や
家
庭
と
地
域
と
の
連
携
促
進
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　本
市
で
は
、
二
極
化
す
る
学
力
分
布
に
お
い
て
、

学
習
指
導
員
に
よ
る
家
庭
学
習
の
定
着
化
推
進
、

放
課
後
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

の
活
用
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

方
々
や
退
職
教
員
の
協
力
に
よ
る
放
課
後
学
習
で
、

つ
ま
ず
き
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
部

の
教
科
で
は
全
国
を
上
回
る
も
の
の
、
伸
び
悩
ん

で
い
る
教
科
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
さ
ら
な
る
改
善
策
と
し
て
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た
学
習
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
の
定
着
度
の
向
上
や
、
教
員
が
す
ぐ

に
理
解
度
を
把
握
で
き
ま
す
。
文
科
省
で
も
導
入

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
次
期
学
習

指
導
要
領
で
国
の
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
源
措
置
を
含
め
動
向
を
注
視
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

質
　在
宅
介
護
を
支
援
す

る
た
め
の
拠
点
と
な
る
施

設
や
事
業
所
を
ど
う
整
備

す
る
の
か
。

答
　第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
時
に

向
け
、
既
存
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
し
、
社
会
資
源

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
　今
後
、
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」

が
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
本
市
の
考
え
は
。

答
　国
は
服
薬
情
報
を
一
元
的
・
継
続
的
に
把

握
し
、
薬
の
管
理
・
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
多
剤

や
重
複
投
薬
の
防
止
、
残
薬
解
消
の
ほ
か
服
薬
の

安
全
性
・
有
効
性
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化
に

つ
な
が
る
と
し
て
お
り
、
本
市
も
適
切
な
投
薬
管

理
に
つ
い
て
医
師
会
や
薬
剤
師
会
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
図
り
た
い
。

質
　台
風
10
号
の
接
近
に
よ
り
屋
根
が
は
が
れ

る
と
い
っ
た
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
、
例
え
ば

無
利
子
で
修
繕
費
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
よ
う
な

支
援
の
考
え
は
。

答
　本
市
に
は
そ
の
よ
う
な
制
度
は
な
い
が
、

相
談
は
受
け
付
け
て
い
る
。

　Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
の

移
転
に
関
し
て
、
市
有
地

の
売
却
面
積
、
価
格
な
ど

を
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
「
今
後
の
協
議
・
交
渉
事
項
で
あ
り
、
答

弁
は
差
し
控
え
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
２

０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
ま
で
の
早
い
時
期
に
移

転
・
開
院
を
促
進
し
、
登
別
温
泉
町
の
跡
地
は
民

間
宿
泊
事
業
者
へ
の
売
却
自
粛
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
病
院
建
設
に
は
可
能
な
限
り
市
内
建
設
業

者
を
参
入
さ
せ
る
よ
う
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
側
と
の
協
議
内

容
に
加
え
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　合
同
墓
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、
進
捗
状
況
や

他
自
治
体
の
設
置
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

供
用
開
始
時
期
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
近
隣
自
治
体
を
対
象
と
し
た
独
自
の
調

査
を
踏
ま
え
た
提
案
を
行
い
、
供
用
開
始
の
期
日

を
定
め
、
事
業
計
画
、
予
算
措
置
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
提
言
内
容
を
参
考
の
一
部
と
し
て
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
合
同
墓
を
設
置
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
に
つ
い
て

地
域
に
根
ざ
し
た

�

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
！

在
宅
介
護
支
援
と

�

台
風
被
害
対
応
に
つ
い
て

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
移
転
と

�

合
同
墓
設
置
事
業
に
つ
い
て

　本
市
を
訪
れ
る
人
々
が

市
内
全
域
を
巡
る
こ
と
に

よ
る
経
済
効
果
の
循
環
や

地
域
資
源
の
有
効
活
用
な

ど
の
課
題
に
は
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
効
果
を
実
感
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
、
経
済
波
及
効
果
の
分
析
や
検
証
、

地
域
資
源
の
活
用
促
進
、
さ
ら
に
は
、
ま
ち
の
シ

ン
ボ
ル
・
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
の
「
道
の
駅
」

の
必
要
性
と
本
市
の
考
え
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。　波

及
効
果
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た

日
本
女
子
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
を
例
に
挙
げ
、
そ

の
分
析
や
検
証
の
あ
り
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
市

内
全
域
や
関
係
機
関
を
考
慮
し
た
綿
密
な
調
査
・

分
析
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
検
証
の
必
要
性
を
指

摘
し
、
今
後
に
向
け
た
提
言
を
し
ま
し
た
。

　道
の
駅
に
関
し
て
は
、
先
進
事
例
、
失
敗
事
例

な
ど
検
討
す
べ
き
多
く
の
材
料
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
積
極
的
な
検
討
や
市
と
し
て
の
明
確
な

将
来
像
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
間
が
主
導
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
へ
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

行
政
の
手
腕
を
フ
ル
に
活
用
し
リ
ー
ド
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　３
期
目
の
市
長
が
市
民

に
約
束
し
た
所
信
表
明
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

２
月
議
会
で
の
「
市
政
執

行
方
針
」
は
第
３
期
基
本
計
画
の
６
章
に
あ
わ
せ

て
６
つ
の
分
野
に
分
け
、
「
所
信
表
明
」
で
は
、

５
つ
の
政
策
と
40
の
施
策
と
し
て
い
る
こ
と
で
、

両
者
の
か
か
わ
り
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
市
民

に
と
っ
て
は
わ
か
り
に
く
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
質
問
に
は
、

２
月
議
会
で
の
答
弁
を
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
円

卓
会
議
や
登
別
地
区
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
市
観
光
の

視
点
か
ら
、
利
用
者
は
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
こ
れ
か
ら
移
転
・
開
院
す

る
で
あ
ろ
う
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
の
通
院
者
も
お

り
、
文
字
ど
お
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
全

市
的
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
側
へ
の
大

き
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
温
泉
街
の
耐
震
化
新
補
助
制
度
な
ど
、

財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
市
民

の
不
安
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

成
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昭

浩

渡
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勉

経
済
循
環
と

�

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

市
民
に
市
政
が
見
え
る

�

所
信
表
明
を

　平
成
28
年
10
月
13
日
、
函
館
市
で
北

海
道
市
議
会
議
長
会
道
南
支
部
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
催
市
の
函
館
市
を
は
じ
め
、
北
斗

市
、
伊
達
市
、
室
蘭
市
、
苫
小
牧
市
、

登
別
市
の
議
員
約
130
名
が
集
ま
り
、

「
新
幹
線
時
代
の
青
函
交
流
～
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
～
」
と
題
し
、
函
館

工
業
高
等
専
門
学
校
の
奥
平
理
教
授
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　函
館
市
と
青
森
県
に
は
、
方
言
を
は

じ
め
食
文
化
や
祭
り
な
ど
共
通
す
る
も

の
が
多
い
と
の
紹
介
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
新
幹
線
時
代
に
お
い
て
は
、
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
持
続
さ
せ
る

た
め
に
、
両
地
域
の
共
通
性
を
生
か
し

た
青
函
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　本
市
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
沿
線
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
青
函
連
携
の
延
長

と
し
て
、
函
館
市
や
札
幌
市
と
連
携
し

た
広
域
で
の
観
光
ル
ー
ト
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
佐
々
木
）

※�詳細については、市議会ホームページ
をごらんください。

平成28年第３回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市家庭的保育事業等
の設備及び運営の基準に
関する条例の一部改正に
ついて

井野、小栗
木村、工藤
千田、辻　
戸井、成田
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺
佐々木

修正案を
採決可決

議 員 の 紹 介
　７月15日告示の登別市議会議員補欠選挙で当選
されました新議員を紹介します。

所属会派 市政クラブ21

所属常任
委 員 会

総務・教育委員会
予算・決算委員会

宮
みや

　武
たけ

　祥
しょう

　子
こ

北
海
道
市
議
会
議
長
会
道
南
支
部

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た



40� 議会だより　でぃすかす

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

委 員 会 だ よ り

　年
間
活
動
計
画
に
沿
っ
て
、
商
店
会
と
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
商
店
会
の
現
状
や
課
題
の
認
識

な
ら
び
に
将
来
の
商
店
会
の
あ
り
方
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　現
状
に
つ
い
て
は
、
①
後
継
者
不
足
②
小
規
模
経

営
で
の
価
格
競
争
の
厳
し
さ
③
補
助
金
申
請
の
た
め

の
書
類
作
成
の
煩
雑
さ
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　課
題
に
つ
い
て
は
、
①
空
き
店
舗
に
オ
ー
ナ
ー
が

住
ん
だ
ま
ま
で
も
活
用
で
き
る
方
策
②
全
市
観
光
へ

の
取
り
組
み
③
街
頭
放
送
が
老
朽
化
な
ど
で
休
止
し

て
い
る
た
め
、
ま
ち
な
か
の
雰
囲
気
づ
く
り
の
放
送

が
で
き
な
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
防
災
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
た
め
街
頭
放

送
を
役
立
て
ら
れ
な
い
か
。
閉
店
エ
リ
ア
に
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
設
置

し
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
タ
ク
シ
ー

乗
降
所
、
駐
車
場

を
設
け
、
人
の
流

れ
を
生
み
出
せ
な

い
か
。
登
別
漁
港

に
観
光
客
も
利
用

で
き
る
市
場
の
設

置
を
検
討
し
て
は

と
の
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
参
り

ま
す
。

�

（
米
田
）

　今
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
は
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
」
で
す
。

　こ
の
テ
ー
マ
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、

①
自
立
支
援
法
に
係
る
制
度
へ
の
理
解
が
十
分
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
。

②
生
活
困
窮
者
の
実
態
把
握
が
難
し
い
こ
と
。

③
市
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
任
意
事
業
へ
の
取

り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
。

　以
上
の
理
由
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
と
か
か
わ
り

の
あ
る
諸
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
各
団
体
が
抱

え
る
課
題
や
実
態
を
把
握
し
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
活
動
な
ど
を
通
し
、

支
え
合
え
る
地
域
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
や
自

立
支
援
事
業
に
お
け
る

支
援
員
の
人
材
確
保
が

必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　ま
た
、
民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
か
ら
は
、

高
齢
者
の
就
労
支
援
対

策
、
就
職
時
に
お
け
る

保
証
人
、
保
証
機
関
の

整
備
、
ニ
ー
ト
の
社
会

参
加
へ
の
支
援
が
必
要

と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
渡
辺
）

　今
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小
中
一
貫

教
育
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
７
月
11
日
か
ら

14
日
の
日
程
で
、
先
進
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
徳
島

県
阿あ

南な
ん

市
で
は
、
小
中
連
携
型
で
あ
る
「
チ
ェ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校

を
中
心
と
し
て
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
２
小
学
校
と

の
連
携
事
例
で
す
。
徳
島
県
牟む

岐ぎ

町
で
は
、
小
中
一

体
型
で
あ
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
小
中
学
校
が
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
た
一

体
型
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
８
月
25
日
に
登
別
市
校
長
会
と
、
本
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
特
徴
的
な
教
育
活
動
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
「
土
曜
授
業
」
「
小
中
一

貫
教
育
」
の
現
状

に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し

た
。　今

後
は
、
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
各

種
団
体
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
た

委
員
間
で
の
討
議

を
さ
ら
に
深
め
、

本
市
と
し
て
の
小

中
一
貫
教
育
の
方

向
性
に
つ
い
て
政

策
提
案
し
て
い
く

予
定
で
す
。

�

（
村
井
）

文書質問 要緊急安全確認大規模建築物の耐震改修補助について

第10回議会フォーラムを開催しました

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

北
海
道
新
幹
線
延
伸
に
よ
る

観
光
産
業
の
発
展
や
経
済
の

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

・�

議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か

す
」
の
見
や
す
さ
に
つ
い

て
・�

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

係
る
施
策
に
つ
い
て

議員は、登別市議会基本条例の規定に基づき、市長などに対して文書により質問することができ、市長など
は質問を受けたときには、速やかに回答しなければなりません。

　10月１日（土）に婦人センター、鉄南ふれあいセンター、
富岸小学校、鷲別公民館で議会フォーラムを開催しました。
　10回目となる今回の議会フォーラムは、市民との協働によ
る議会活動を目指し、委員会ごとのグループワーク形式で意
見交換を行いました。
　議会の取り組みや地域課題など活発な意見交換ができ、有
意義な議会フォーラムとなりました。

　全
市
観
光
に
向
け
、
温
泉
街

と
市
街
地
の
交
流
を
増
や
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
や
、
観
光
客
が
市
内
を
回

遊
で
き
る
よ
う
バ
ス
停
の
増
設

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

の
特
徴
あ
る
製
品
の
開
発
、
道

の
駅
建
設
も
目
指
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　意
見
交
換
で
は
、
議
会
だ
よ

り
が
広
報
の
ど
こ
に
あ
る
か
わ

か
り
に
く
い
、
文
字
が
小
さ
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
会
で
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
学
校
の
統

合
が
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
決
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
の
意
見
や
、

少
人
数
だ
と
切
磋
琢
磨
で
き
な

い
た
め
小
中
一
体
型
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
活
動
に
は
、
避
難
訓
練

や
子
ど
も
会
、
お
祭
り
な
ど
地

域
住
民
と
の
活
動
が
必
要
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　参
加
者
の
多
く
は
、
町
内
会

役
員
と
し
て
日
ご
ろ
か
ら
市
民

生
活
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い

る
方
で
、
町
内
会
役
員
と
民
生

委
員
の
役
割
を
周
知
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
「
多
様
な
支
援
よ
り

も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
の

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
年
８
月
に
示
さ
れ
た
「
耐
震
改
修
補

助
制
度
（
新
制
度
）
の
創
設
及
び
予
算
措

置
」
へ
の
検
討
に
関
し
て
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

所
有
者
に
と
っ
て
「
自
己
負
担
の
軽
減
」
が
図
ら

れ
、
耐
震
化
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
本
年
４
月
に
「
新
制
度
活
用

の
見
送
り
」
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
が
「
市
は
財

政
難
の
状
況
下
に
あ
り
、
負
担
が
約
３
倍
と
大
き

く
、
予
算
措
置
が
許
さ
れ
る
状
況
に
な
い
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　一
度
見
送
っ
た
制
度
が
再
検
討
に
至
っ
た
理
由

を
論
点
と
し
て
①
政
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
経

緯
②
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
と
の
比
較
検

討
③
市
民
参
画
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容
④
総

合
計
画
と
の
整
合
性
⑤
政
策
な
ど
の
実
施
に
か
か

る
財
源
措
置
⑥
将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト
計
算
、
以

上
６
項
目
の
政
策
形
成
情
報
の
明
示
を
市
長
に
求

め
ま
す
。

　新
た
に
創
設
さ
れ
た
補
助
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の
利
益
に
つ
な
が

る
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
み
、
全
市
観
光
の
推
進
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
結
び
付
き
ま
す
。

　ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
避
難
所
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
災
害
発
生
時
に
多
く
の
市
民
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
公
平
・
公
正
・

平
等
を
原
則
に
新
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
方

針
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
不
断
の
見
直
し
と
大

胆
な
財
政
出
動
が
見
込
ま
れ
相
当
困
難
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
今
後
、
国
や
北
海
道
に
対
し
、
さ
ら

な
る
支
援
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

文書質問
とは？

答 問



41 議会だより　でぃすかす

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

委 員 会 だ よ り

　年
間
活
動
計
画
に
沿
っ
て
、
商
店
会
と
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
商
店
会
の
現
状
や
課
題
の
認
識

な
ら
び
に
将
来
の
商
店
会
の
あ
り
方
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　現
状
に
つ
い
て
は
、
①
後
継
者
不
足
②
小
規
模
経

営
で
の
価
格
競
争
の
厳
し
さ
③
補
助
金
申
請
の
た
め

の
書
類
作
成
の
煩
雑
さ
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　課
題
に
つ
い
て
は
、
①
空
き
店
舗
に
オ
ー
ナ
ー
が

住
ん
だ
ま
ま
で
も
活
用
で
き
る
方
策
②
全
市
観
光
へ

の
取
り
組
み
③
街
頭
放
送
が
老
朽
化
な
ど
で
休
止
し

て
い
る
た
め
、
ま
ち
な
か
の
雰
囲
気
づ
く
り
の
放
送

が
で
き
な
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
防
災
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
た
め
街
頭
放

送
を
役
立
て
ら
れ
な
い
か
。
閉
店
エ
リ
ア
に
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
設
置

し
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
タ
ク
シ
ー

乗
降
所
、
駐
車
場

を
設
け
、
人
の
流

れ
を
生
み
出
せ
な

い
か
。
登
別
漁
港

に
観
光
客
も
利
用

で
き
る
市
場
の
設

置
を
検
討
し
て
は

と
の
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
参
り

ま
す
。

�

（
米
田
）

　今
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
は
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
」
で
す
。

　こ
の
テ
ー
マ
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、

①
自
立
支
援
法
に
係
る
制
度
へ
の
理
解
が
十
分
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
。

②
生
活
困
窮
者
の
実
態
把
握
が
難
し
い
こ
と
。

③
市
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
任
意
事
業
へ
の
取

り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
。

　以
上
の
理
由
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
と
か
か
わ
り

の
あ
る
諸
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
各
団
体
が
抱

え
る
課
題
や
実
態
を
把
握
し
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
活
動
な
ど
を
通
し
、

支
え
合
え
る
地
域
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
や
自

立
支
援
事
業
に
お
け
る

支
援
員
の
人
材
確
保
が

必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　ま
た
、
民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
か
ら
は
、

高
齢
者
の
就
労
支
援
対

策
、
就
職
時
に
お
け
る

保
証
人
、
保
証
機
関
の

整
備
、
ニ
ー
ト
の
社
会

参
加
へ
の
支
援
が
必
要

と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
渡
辺
）

　今
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小
中
一
貫

教
育
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
７
月
11
日
か
ら

14
日
の
日
程
で
、
先
進
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
徳
島

県
阿あ

南な
ん

市
で
は
、
小
中
連
携
型
で
あ
る
「
チ
ェ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校

を
中
心
と
し
て
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
２
小
学
校
と

の
連
携
事
例
で
す
。
徳
島
県
牟む

岐ぎ

町
で
は
、
小
中
一

体
型
で
あ
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
小
中
学
校
が
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
た
一

体
型
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
８
月
25
日
に
登
別
市
校
長
会
と
、
本
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
特
徴
的
な
教
育
活
動
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
「
土
曜
授
業
」
「
小
中
一

貫
教
育
」
の
現
状

に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し

た
。　今

後
は
、
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
各

種
団
体
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
た

委
員
間
で
の
討
議

を
さ
ら
に
深
め
、

本
市
と
し
て
の
小

中
一
貫
教
育
の
方

向
性
に
つ
い
て
政

策
提
案
し
て
い
く

予
定
で
す
。

�

（
村
井
）

文書質問 要緊急安全確認大規模建築物の耐震改修補助について

第10回議会フォーラムを開催しました

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

北
海
道
新
幹
線
延
伸
に
よ
る

観
光
産
業
の
発
展
や
経
済
の

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

・�

議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か

す
」
の
見
や
す
さ
に
つ
い

て
・�

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

係
る
施
策
に
つ
い
て

議員は、登別市議会基本条例の規定に基づき、市長などに対して文書により質問することができ、市長など
は質問を受けたときには、速やかに回答しなければなりません。

　10月１日（土）に婦人センター、鉄南ふれあいセンター、
富岸小学校、鷲別公民館で議会フォーラムを開催しました。
　10回目となる今回の議会フォーラムは、市民との協働によ
る議会活動を目指し、委員会ごとのグループワーク形式で意
見交換を行いました。
　議会の取り組みや地域課題など活発な意見交換ができ、有
意義な議会フォーラムとなりました。

　全
市
観
光
に
向
け
、
温
泉
街

と
市
街
地
の
交
流
を
増
や
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
や
、
観
光
客
が
市
内
を
回

遊
で
き
る
よ
う
バ
ス
停
の
増
設

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

の
特
徴
あ
る
製
品
の
開
発
、
道

の
駅
建
設
も
目
指
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　意
見
交
換
で
は
、
議
会
だ
よ

り
が
広
報
の
ど
こ
に
あ
る
か
わ

か
り
に
く
い
、
文
字
が
小
さ
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
会
で
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
学
校
の
統

合
が
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
決
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
の
意
見
や
、

少
人
数
だ
と
切
磋
琢
磨
で
き
な

い
た
め
小
中
一
体
型
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
活
動
に
は
、
避
難
訓
練

や
子
ど
も
会
、
お
祭
り
な
ど
地

域
住
民
と
の
活
動
が
必
要
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　参
加
者
の
多
く
は
、
町
内
会

役
員
と
し
て
日
ご
ろ
か
ら
市
民

生
活
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い

る
方
で
、
町
内
会
役
員
と
民
生

委
員
の
役
割
を
周
知
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
「
多
様
な
支
援
よ
り

も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
の

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
年
８
月
に
示
さ
れ
た
「
耐
震
改
修
補

助
制
度
（
新
制
度
）
の
創
設
及
び
予
算
措

置
」
へ
の
検
討
に
関
し
て
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

所
有
者
に
と
っ
て
「
自
己
負
担
の
軽
減
」
が
図
ら

れ
、
耐
震
化
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
本
年
４
月
に
「
新
制
度
活
用

の
見
送
り
」
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
が
「
市
は
財

政
難
の
状
況
下
に
あ
り
、
負
担
が
約
３
倍
と
大
き

く
、
予
算
措
置
が
許
さ
れ
る
状
況
に
な
い
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　一
度
見
送
っ
た
制
度
が
再
検
討
に
至
っ
た
理
由

を
論
点
と
し
て
①
政
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
経

緯
②
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
と
の
比
較
検

討
③
市
民
参
画
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容
④
総

合
計
画
と
の
整
合
性
⑤
政
策
な
ど
の
実
施
に
か
か

る
財
源
措
置
⑥
将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト
計
算
、
以

上
６
項
目
の
政
策
形
成
情
報
の
明
示
を
市
長
に
求

め
ま
す
。

　新
た
に
創
設
さ
れ
た
補
助
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の
利
益
に
つ
な
が

る
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
み
、
全
市
観
光
の
推
進
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
結
び
付
き
ま
す
。

　ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
避
難
所
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
災
害
発
生
時
に
多
く
の
市
民
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
公
平
・
公
正
・

平
等
を
原
則
に
新
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
方

針
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
不
断
の
見
直
し
と
大

胆
な
財
政
出
動
が
見
込
ま
れ
相
当
困
難
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
今
後
、
国
や
北
海
道
に
対
し
、
さ
ら

な
る
支
援
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

文書質問
とは？

答 問
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人のうごき（平成28年９月末日現在）／人口49,526（＋１）世帯24,972（－23）（　）は前月比

第２回閻魔大王のやきそば巡回祭第２回閻
えん

魔
ま

大王のやきそば巡回祭

　鞴とは、金属の精錬や加工に欠く
ことのできない、火をおこし、火力
を強めるために使用する道具です。
　刀工など火を扱う職人が鞴を清め、
火の神に感謝するとともに、技能向
上や一年間の作業の安全祈願をする、
年に一度のおまつりです。
　また、黎

れい

明
めい

観
かん

刀
かたな

鍛
か

冶
じ

工房前では、
刀剣類の常設展示をしています。
▶日時　11月６日㈰10時～
▶場所　黎明観刀鍛冶工房
▶問い合わせ　伊達観光物産公社
� （☎０１４２㉕５５６７）

桜の樹皮を使った
マキリ（小刀）づくり 　鞴

ふいご

まつり　アイススケートリンク
11月１日㈫オープン

　オープン初日の11月１日㈫は、個
人利用のみリンクを無料開放します
（貸しスケート靴は有料）。
▶�開館時間　12時～18時（土・日曜
日、祝日は10時から）
▶�場所　中島スポーツセンター
▶�休館日　毎週月曜日（月曜日が祝
日の場合は、その翌日）
▶�料金　一般400円、65歳以上300円、
高校生200円、小・中学生100円、
小学校入学前の子どもは無料
▶�問い合わせ　中島スポーツセン
ター（☎㊺０８００）

　北海道アイヌ協会伝統工芸師に認
定されている浦

うら

川
かわ

太
た

八
はち

さんを講師に
迎え、マキリを作製します。
▶�日時　11月20日㈰９時～16時30分
▶�場所　アイヌ民族博物館
▶�定員　12人（申し込み順）
▶対象　中学生以上
※刃物を使います。
▶�受講料　8,000円（材料費など）
※別途入場料が必要です。
▶�申し込み　11月18日㈮までにアイ
ヌ民族博物館
� （☎０１４４�３９１４）

▲スタンプ帳

▶応募期間　平成29年２月28日㈫まで
▶�応募方法　市内スタンプラリー参加提供店でス
タンプ帳を受け取り、登別閻魔やきそばを食べ
てスタンプをもらい、全て異なる提供店舗のス
タンプを３つ以上集めて提供店に提出
※�応募について、スタンプ帳１枚につき一口であ
るため、スタンプ帳に３つ以上スタンプが押し
てあった場合でも一口の応募となります。複数
応募をする場合は、別のスタンプ帳を使用して
ください。
▶�応募者プレゼント　抽選で、登別ブランド推奨
品の詰め合わせや登別温泉宿泊利用券（２万円
分）など
※�さらに、最も多くのスタンプを集めた方には、
特別なプレゼントを用意しています。

▶問い合わせ　登別ブランド推進協議会事務局（商工労政グループ内・☎�２１７１）
　　　　　　　登別閻魔やきそばの会事務局（登別商工会議所内・☎�４１１１）

提供店の一覧は、登別
ブランド推進協議会の
ホームページのほか、
市や観光協会、登別商
工会議所に備え付けて
いるパンフレットに掲
載しているので、ご覧
ください。

登別閻魔やきそばスタンプラリー


